
一
三
世
紀
ウ
ィ
ル
ト
シ
ア
の
世
俗
領
荘
園

朝

治

啓

三

羅
と
縫
縮
鍵
鍔
叢
霧
罷
二
の
無
縫
鰯
蕪
罪
鋸
甥
謄
噸
藤
耀
欝
繍
鎚

に
と
も
な
う
、
共
同
体
規
制
の
領
主
権
力
へ
の
転
化
と
い
う
説
明
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、
中
世
特
有
の
軍
事
的
階
層
序
列
制
度
と
い
う
背
後
か
ら
の
支

持
に
よ
る
個
々
の
領
主
権
力
の
維
持
と
い
う
説
明
で
あ
る
。
こ
の
い
ず
れ
も
が
領
主
権
の
成
立
・
維
持
を
、
領
主
・
農
罠
間
の
生
産
・
収
奪
の
関
係
と
い

う
面
か
ら
説
明
す
る
方
法
を
採
ら
な
い
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
両
説
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
南
西
英
の
一
荘
園
を
例
と
し
て
生
産
関
係

に
お
け
る
領
主
の
農
民
収
奪
と
、
そ
の
際
の
領
主
権
力
の
機
能
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
行
い
、
封
建
社
会
の
中
で
領
主
支
配
権
が
再
生
産
さ
れ
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
た
め
の
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
示
す
こ
と
に
努
め
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
六
三
巻
四
号
　
一
九
八
0
年
七
月
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は
　
じ
　
め
　
に

南
西
英
ウ
ィ
ル
ト
シ
ア
の
北
隅
鵠
お
げ
≦
o
目
昌
昌
ソ
ド
レ
ヅ
ド
内
に
位
置
す
る
ω
①
く
Φ
昌
p
出
身
○
昌
荘
園
は
、
の
ち
に
牧
羊
地
帯
と
し
て
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
の
あ
た
り
で
は
珍
し
く
、
工
作
中
心
の
所
領
で
あ
る
。
本
稿
は
一
三
世
紀
後
半
、
こ
の
荘
園
の
領
主
と
な
っ
た
》
審
白

鳥
①
o
Q
ヰ
p
詐
。
質
の
領
主
権
の
性
格
・
機
能
を
考
察
す
る
。
筆
者
は
既
に
一
三
世
紀
中
葉
に
お
け
る
中
世
国
家
の
中
央
権
力
の
構
造
に
つ
い
て
の

考
察
と
、
同
時
池
北
英
ダ
ラ
ム
・
パ
ラ
チ
ン
領
に
お
い
て
ダ
ラ
ム
司
教
権
力
が
果
す
領
域
内
領
主
連
合
政
権
的
役
割
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
つ

や
今
回
績
主
権
力
の
籠
茎
羅
造
か
ら
捉
え
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
菟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圃

　
史
料
は
ウ
ィ
ル
ト
シ
ア
の
地
方
史
協
会
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
前
記
ω
①
〈
窪
げ
ρ
日
讐
8
荘
園
の
碧
o
o
自
け
H
O
房
と
。
o
旨
け
司
。
房
で
あ
　
6
5



る②
o①

　
拙
稿
「
バ
ロ
ン
の
反
乱
…
封
建
国
家
試
論
」
『
史
林
』
五
九
⊥
一
一
九
七
六

年
。
同
「
一
三
世
紀
ダ
ラ
ム
の
巡
回
裁
判
」
　
『
史
林
』
六
二
⊥
一
一
九
七
九
年
。

②
頃
帥
量
鐸
≦
■
巴
‘
甑
ミ
。
§
山
焼
§
無
恥
裳
遷
湯
量
。
、
熾
ぎ
§
N
一
理
ミ
鳶
」
§
ぎ
お

　
ミ
嵐
腎
ミ
§
9
ミ
§
斜
≦
一
蕾
三
話
≧
。
冨
8
ざ
σ
q
ざ
曽
一
p
区
累
暮
霞
巴

　
出
一
ω
8
目
団
　
o
Q
O
O
一
馨
）
・
男
①
8
H
山
　
切
茜
蓉
げ
　
（
U
O
〈
辞
O
。
。
）
．
＜
O
一
．
メ
囲
く
お
＄
嚇

℃
目
α
q
ダ
即
b
コ
．
㊦
堅
輸
O
o
曲
ミ
謁
。
、
冴
ミ
馬
ぎ
爵
N
溌
ミ
鳶
罫
9
δ
溝
。
、
這
翫
§
濫
§

幻
ミ
§
斜
ま
錠
こ
く
9
．
×
×
H
＜
・
お
8
…
U
O
二
」
寓
壁
§
燥
。
、
壽
ミ
＆
禦
醤
羽

篭
ぎ
§
磯
ざ
§
醇
詮
轟
誉
鴨
瓢
ぎ
遷
蔚
浅
ミ
朝
恥
ミ
a
ミ
N
§
蕊
両
罰
げ
達
こ

く
O
一
。
H
μ
㊤
G
o
Φ
．
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隔
　
所
領
の
成
立
過
程

　
ま
ず
本
稿
が
依
拠
し
た
史
料
の
編
纂
者
で
あ
る
鍔
●
≦
．
．
頃
㊤
昌
に
よ
る
解
説
に
基
づ
い
て
、
跨
α
p
日
曝
①
ω
貯
㊤
窪
8
が
当
地
ω
①
く
魯
冨
諺
b
－

叶
。
淵
の
マ
ナ
を
獲
得
す
る
い
き
さ
つ
を
述
べ
よ
う
。
当
地
が
初
め
て
史
料
に
登
場
す
る
の
は
、
一
一
五
六
年
、
≦
p
昌
年
番
討
Ω
巽
野
阜
が
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

王
か
ら
財
務
府
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と
し
て
、
缶
お
げ
≦
o
答
げ
の
土
地
を
与
え
ら
れ
た
と
き
で
あ
る
。
そ
の
後
＝
六
六
年
ま
で
の
困
る
時
期

に
帆
弟
の
潮
越
茶
器
Φ
邑
α
が
チ
ジ
バ
レ
ン
撃
継
ぎ
・
こ
の
土
地
の
名
称
を
ω
Φ
§
げ
主
導
。
書
改
め
や
さ
ら
に
＝
七
六

年
に
億
国
語
蔓
の
子
類
鍵
ぽ
芸
Φ
図
○
琶
σ
q
禽
が
後
継
し
、
一
二
一
〇
年
乃
至
一
二
年
目
登
る
時
期
に
隣
地
ω
貯
暮
8
口
を
も
王
か
ら
授
与

　
　
③

さ
れ
た
。

　
そ
の
後
こ
れ
ら
の
土
地
は
娘
討
母
σ
q
9
。
お
け
に
よ
っ
て
相
続
さ
れ
た
が
、
一
二
ニ
四
年
に
は
彼
女
の
二
人
目
の
夫
国
士
犀
O
①
．
切
H
＄
暮
σ
が
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

乱
に
加
担
し
た
た
め
、
土
地
占
有
権
を
王
に
没
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
の
ち
嵐
霞
σ
q
碧
簿
　
は
同
地
回
復
を
許
さ
れ
、
一
二
五
二
年
に
死
ん
だ
。

相
続
人
た
る
彼
女
の
孫
切
鉱
α
芝
ぎ
α
①
図
①
訟
興
ω
は
幼
児
で
あ
っ
た
の
で
、
王
妃
毘
＄
昌
鶏
が
後
見
権
を
掌
握
し
た
。
一
二
五
七
年
成
人
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

た
ヒ
d
巴
畠
≦
貯
は
第
七
代
デ
ヴ
ォ
ソ
伯
と
し
て
、
菊
。
＜
一
巽
。
。
家
所
領
の
一
部
に
当
地
を
加
え
た
。
そ
の
彼
が
一
二
六
二
年
に
死
ん
だ
の
ち
、
翌

＝
一
六
三
年
ば
は
妹
H
ω
㊤
げ
鉱
α
。
燭
。
嵩
（
諺
二
館
巴
。
伯
夫
人
）
が
相
続
を
認
め
ら
れ
、
彼
女
の
本
領
で
あ
る
国
○
置
①
旨
。
ω
ω
等
と
と
も
に
領
有

す
る
。
先
述
の
と
お
り
当
所
領
は
財
務
府
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
職
の
付
属
地
で
あ
り
、
H
鈴
び
9
も
そ
の
職
に
就
く
が
、
実
際
の
職
務
を
担
当
し
た



の
は
彼
女
の
私
的
な
緯
8
旨
Φ
《
で
も
あ
っ
た
》
α
9
日
α
Φ
ω
貯
暮
8
⇔
で
あ
っ
た
。

　
次
に
》
岱
ρ
高
儀
Φ
の
鉾
p
洋
。
質
の
経
歴
を
ふ
り
返
っ
て
み
よ
う
。
　
お
そ
ら
く
図
○
ヨ
9
口
男
8
α
（
些
し
D
＃
8
げ
）
に
起
源
を
有
す
る
ω
鉾
㊤
窪
。
口

と
い
う
地
名
を
家
名
に
採
用
し
た
の
は
征
服
後
ま
も
な
く
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
文
献
に
現
れ
る
の
は
、
一
二
六
〇
年
跨
善
書
が
上
述
デ
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

オ
ソ
重
切
讐
α
喬
断
α
①
図
①
く
δ
錺
の
㊤
ヰ
。
旨
薯
に
な
っ
た
と
き
が
最
初
の
よ
う
で
あ
る
。
客
U
Φ
昌
。
巨
－
磯
。
§
σ
q
に
依
れ
ば
、
諺
α
ゆ
ヨ
は

一
二
五
六
年
以
来
財
務
府
で
。
ざ
擾
と
し
て
勤
め
、
　
＝
一
六
三
年
、
上
述
の
冨
㊤
σ
巴
が
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
就
任
す
る
と
、
そ
の
鳥
①
唱
暮
《

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

o
げ
麟
B
げ
〇
二
巴
昌
と
な
っ
た
。
や
が
て
一
二
七
三
年
、
目
ω
暮
①
｝
は
》
傷
簿
ヨ
に
正
式
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
職
と
そ
の
付
属
地
と
し
て
の
当
地
と
を
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
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え
、
こ
う
し
て
跨
α
9
。
導
は
当
地
の
領
主
と
な
っ
た
。

　
彼
は
ほ
と
ん
ど
現
地
へ
は
立
入
ら
ず
、
ロ
ン
ド
ン
に
居
て
国
王
や
H
ω
ρ
げ
蝕
を
初
め
と
す
る
諸
貴
族
の
所

領
管
理
役
と
し
て
働
き
、
そ
の
収
入
に
よ
っ
て
当
地
ω
①
〈
①
昌
げ
㊤
日
蝕
8
周
辺
の
土
地
や
利
権
を
手
に
入
れ

　
　
　
⑨

て
い
っ
た
。
　
し
か
し
彼
の
こ
の
よ
う
な
土
地
獲
得
方
法
に
強
引
さ
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
　
一
二
七
八
年
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

≦
蔭
詳
島
の
．
ρ
吏
員
修
道
院
長
か
ら
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
に
提
訴
ざ
れ
、
そ
の
審
査
の
結
果
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
職

を
失
い
か
け
た
が
、
献
金
等
に
よ
っ
て
王
に
許
さ
れ
た
。
引
き
続
き
H
。
。
鉾
σ
鮎
の
下
で
働
き
続
け
、
大
貴
族

に
金
を
貸
し
付
け
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
＝
一
八
九
年
ま
で
所
領
と
職
を
保
持
し
得
た
。

　
し
か
し
こ
の
年
八
月
、
王
が
ガ
ス
コ
ー
ニ
ュ
か
ら
帰
国
し
た
の
ち
、
金
融
・
土
地
獲
得
に
お
け
る
汚
職
の

容
疑
で
裁
判
さ
れ
、
豊
年
秋
に
は
職
も
免
じ
ら
れ
た
。
所
領
は
王
の
役
人
の
手
に
委
ね
ら
れ
、
三
一
二
九
〇

年
に
は
有
罪
が
確
定
し
て
想
ン
ド
ソ
塔
に
投
獄
さ
れ
、
一
二
九
四
年
頃
獄
死
し
た
と
言
わ
れ
る
。

　
彼
の
所
領
が
王
に
よ
っ
て
没
収
さ
れ
た
た
め
、
一
二
七
三
年
か
ら
一
二
八
九
年
に
至
る
、
彼
の
支
配
に
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

る
期
間
の
所
領
経
営
に
関
す
る
記
録
が
、
ほ
ぼ
纒
ま
っ
て
管
理
さ
れ
、
今
日
に
伝
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
と
も
か
く
こ
こ
で
は
、
・
①
自
宗
9
）
日
は
武
人
で
は
な
く
、
9
。
疑
と
し
て
の
職
能
に
よ
っ
て
土
地
を
獲
得
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第2図　Highworthハソドンッドの略地図
　　Brenda　Farr　ed．，　The　Rolls　of　Hi81tωorth　H2stidred，1966，　p，　viiiより。
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し
て
領
主
に
な
っ
た
人
で
あ
る
こ
と
、
②
彼
が
獲
得
し
た
こ
の
土
地
は
、
財
務
府
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
職
に
付
属
す
る
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
、

③
彼
の
所
領
を
没
収
し
た
の
は
、
彼
に
土
地
を
譲
渡
し
た
H
ω
帥
σ
鉱
で
は
な
く
、
国
王
で
あ
っ
た
こ
と
、
こ
の
三
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

①
司
鵯
5
箆
亀
。
§
冴
§
ミ
9
ミ
亀
勲
や
首
出
お
げ
≦
o
H
夢
は
当
荘
園
の
存
す

　
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
名
。
U
O
ヨ
①
。
。
山
㊤
嘱
切
o
O
評
に
お
け
る
当
地
に
関
し
て
は
幻
■
し
d
■

　
℃
露
σ
Q
プ
舘
益
国
．
〇
ニ
ヰ
巴
H
①
O
．
い
峯
匙
ミ
ミ
G
o
§
畑
ミ
簑
無
。
遂
。
、
藁
鳶
罫
籍
馬
嚇

　
く
。
ド
H
H
お
α
9
い
。
邑
。
昌
に
収
め
ら
れ
た
膨
■
図
．
O
跨
弘
和
σ
q
8
p
の
翻
訳
を
参

　
照
し
た
。
奪
ミ
こ
唱
や
目
P
お
ρ
b
二
H
H
。

②
局
程
さ
愚
．
ミ
こ
娼
．
鉾
年
価
値
は
三
四
ポ
ン
ド
と
言
う
。

③
奪
ミ
ご
や
巳
凶
．
年
価
値
は
＝
ニ
ポ
ン
ド
と
言
う
。

④
き
ミ
．
り
℃
●
醤
は
戸
9

⑥
　
奪
ミ
．
℃
℃
■
託
一
胃
享
年
O
ユ
。
配
p
q
ρ
出
お
び
乏
。
詳
げ
魑
ω
酔
声
簿
。
当
窮
地
で
の
市

　
場
開
設
権
も
認
め
ら
れ
る
。

⑥
き
ミ
‘
や
邑
く
・
》
鳥
ρ
旨
・
の
家
の
ω
霞
帥
窪
。
自
以
前
の
家
名
は
ユ
。
青
σ
q
o
口
σ
q
①
ω

二
　
所
領
経
営
の
概
観

　
で
、
＝
一
世
紀
に
は
一
封
地
を
保
有
す
る
世
俗
領
主
で
あ
っ
た
。

⑦
U
魯
プ
。
一
目
－
崎
。
琶
σ
q
鵬
翼
こ
曾
喧
8
蕊
ミ
』
戚
ミ
帖
ミ
亀
碁
馬
焼
§
§
趣
口
曳
§
尽

　
お
ω
刈
い
。
嵩
O
o
P
唱
．
“
刈
。

⑧
司
僧
葺
。
》
ミ
・
”
や
臨
く
■
諺
仙
ρ
ヨ
は
財
務
府
の
自
鴇
曾
。
臨
夢
①
閃
。
8
な
け

　
を
も
兼
ね
、
彼
の
兄
弟
三
人
（
ぞ
襲
β
β
缶
Φ
自
ざ
円
げ
。
ヨ
霧
）
も
次
々
と
財
務

　
府
の
役
人
に
な
っ
た
。

⑨
き
ミ
．
り
や
呂
く
漕
。
っ
霞
ρ
離
。
瓢
の
獲
得
に
つ
い
て
は
勺
g
α
q
7
隷
無
＆
国
壽
塗

　
℃
℃
。
G
。
1
り
。

⑩
　
閏
胃
郭
愚
■
ミ
ご
や
躍
鉱
い
》
山
田
づ
は
ユ
ダ
ヤ
人
か
ら
債
権
を
購
入
し
て
、
借

　
金
に
苦
し
む
領
主
た
ち
か
ら
土
地
を
獲
得
し
て
い
た
。

⑬
奪
ミ
‘
唱
．
〈
…
貞
．

　
1
　
土
地
評
価
薄

　
ま
ず
一
二
七
四
年
乃
至
七
五
年
頃
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
Φ
蓉
①
9
土
地
評
価
簿
に
依
っ
て
、
当
所
領
の
経
営
規
模
を
見
て
ゆ

こ
う
。
　
こ
の
土
地
評
価
簿
は
、
後
述
す
る
蝉
o
o
8
騨
H
9
冨
領
主
会
計
簿
、
o
o
郎
浮
H
9
δ
領
主
法
廷
記
録
等
と
と
も
に
、
ロ
ン
ド
ン
に
居
る

領
主
》
α
p
臼
の
た
め
に
そ
の
所
領
経
営
を
任
さ
れ
た
荘
役
達
が
、
経
営
状
況
を
報
告
し
た
も
の
の
一
部
で
あ
る
。
》
α
ρ
旨
に
と
っ
て
の
最
大

の
関
心
は
、
こ
れ
ら
の
所
領
か
ら
得
ら
れ
る
収
入
の
多
寡
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
経
営
方
法
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
か
は
二
の
次
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
文
書
は
荘
役
畜
の
勤
勉
さ
を
強
調
す
る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
正
確
に
経
営
の
実
態
を
示
し
て
い

る
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
本
稿
で
は
一
つ
の
荘
園
が
如
何
に
経
営
さ
れ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
に
主
眼
を
置
き
、
こ
の
土
地
評
価
簿
も
で
き
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第一表　Sevenhamptonマナの土地保有状況

1．直営地 評価額

ヌ芝　　謹井　　匡斑　　　　　　384．25　acrもs

西　　彩F　翻　　　　　 591．5

　計
牧草地
放牧地

2．土地保有者
　自由土地保有者

　任意土地保有者

　農　　　奴
　小屋佐農

人数（延）

12人

　6
47

　13

975．75　（言己載　972．75）

　保有地
12．5　virgates

O．5

23

2　十8　acres

　E40　16s．　7．5d．

£　11　10s．　3，ed．

惹1310s．

　その他
3　placiae　terrae

1　croft

計 78 38v．　8a．

Farr，∠Iacoun彦5　and　SltrwePts，　pp．1－14　よりf乍成。

直営耕地面積合計欄の数字は実際の計算値を示す。カッコ内は記載値。

る
だ
け
そ
う
し
た
関
心
に
沿
っ
て
、
・
中
心
荘
園
で
み
る
ω
Φ
く
自
9
ヨ
讐
。
旨
の
マ
ナ

に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
読
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
（
第
一
・
二
表
参
照
）
。

　
直
営
地
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
領
主
の
地
白
は
、
「
i
の
地
条
の
隣
り
に
。
巳
ぐ

謹
9
圏
蓉
ρ
」
と
か
「
－
の
地
回
と
向
き
あ
っ
て
。
巳
貯
鑓
。
o
暮
轟
」
と
か
の
記
述

か
ら
推
定
し
て
、
一
か
所
に
纒
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
農
民
の
地
条
と
混
ざ
り

合
っ
て
各
耕
園
、
耕
区
に
分
散
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
当
荘
園
の
直
営
耕

地
総
面
積
は
九
七
五
・
七
五
エ
イ
カ
で
あ
り
、
土
地
評
価
簿
に
記
載
さ
れ
た
土
地
保

有
者
の
う
ち
、
唐
心
園
内
に
保
有
地
を
持
ち
、
か
つ
賦
役
を
負
担
す
る
農
民
の
保
有

す
る
耕
地
総
面
積
は
、
農
奴
四
七
人
全
員
と
小
屋
住
農
＝
二
人
中
の
一
二
人
と
を
合

わ
せ
て
二
五
ヴ
ァ
ー
ギ
ヅ
ト
と
八
エ
イ
カ
と
な
る
。
こ
の
荘
園
に
お
け
る
ヴ
ァ
ー
ギ

ッ
ト
と
エ
イ
カ
と
の
換
算
率
が
不
明
で
あ
る
の
で
、
仮
に
鼠
巴
鉾
餌
民
の
想
定
七
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

「
一
ヴ
ァ
二
条
ヅ
ト
聾
三
〇
エ
イ
カ
」
の
換
算
率
を
採
用
す
る
と
、
総
面
積
七
五
八

エ
イ
ヵ
と
な
る
。

　
直
営
耕
地
面
積
と
賦
役
負
担
農
民
の
保
有
耕
地
面
積
と
の
比
率
に
よ
っ
て
、
い
わ

ゆ
る
荘
園
型
所
領
と
非
荘
園
型
所
領
と
の
分
類
を
行
っ
た
コ
ス
ミ
ン
ス
キ
ー
の
基
準

　
　
　
　
　
②

に
従
う
な
ら
ば
、
こ
の
荘
園
は
直
営
地
耕
作
を
、
自
己
の
荘
園
内
部
の
賦
役
負
担
農
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民
の
賦
役
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
達
成
し
得
る
部
類
の
、
い
わ
ゆ
る
荘
園
型
所
領
に
属
す
る
と
み
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
推
定
は
、
後
述
す
る
碧
。
o
葺
け
醜
○
薩
の
一
部
を
な
す
賦
役
使
用
明
細
に
よ
っ
て
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
一
二
七
四
年
度
（
＝
一

七
四
年
ミ
ク
ル
マ
ス
つ
ま
り
九
月
二
九
日
か
ら
翌
年
の
ミ
ク
ル
マ
ス
ま
で
）
で
は
ハ
各
女
％
ヴ
ァ
ー
ギ
ッ
ト
を
保
有
す
る
農
奴
四
六
人
の
他
に
八
人
の
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第二表Sevenhamptonマナ±地保有者の義務

1．自由土地保有者のr人Willelmus　Aylme「の例

　　保有　　家　1　　耕地　1virgate　製粉機　1
　　義務　　主の誕生日，復活祭，聖ヨハネの日，ミクルマスに各5shillings

－　　　　　　3週にt度の法廷に出席義務

2．任意土地保有者の一人Henricus　Westの例

　　保有　家1　耕地％v・
　　義務　　上述4期にわけて計6　s、8d・

3．襲奴の一人Willelmus　Crumeの例　　　　　一

　　保有　　家　　1　　耕地　％v・

　　義務　主の誕生日，復活祭，聖ヨハネの日に2｝　7％　d．，ミクルマスに牧草地税　18d・

　　　　　聖マルチィソ祭に雄鶏，雌鶏各1（評価額・各1d．）

　　　　　．賦役　紀耕　休耕地で1日（3d・）　　　　　　．．　＿一

　　　　　　　　黎耕　6月2媚一8月1日週3日　供1入飲食：自費（1d・／日）

　　　　　　　　　　　8月1日一9月29B週5日供1人　　　　（1d・／N）
　　　　　　　　　　秋のプレカリア　　　　　供2人　　　　（3d．／日）

　　　　　洗羊と刈羊　2日十1日（％d．／日），放牧料　豚　1d・，子豚　％d・

　　　　　羊所有者はHokeday（復活祭後の2～3週鋤～11月11日まで領主囲込地に入れる。

　　　　　役畜による踏穀（calcare）半日（％d・）

4．小屋住農の一人David’　sutofの例

　　保有　　家　1　　croft　1（1エイカ）

　　義務　　上述3期に計　9d。
　　　　　一賦役、．．β月24．日「9．ガヨ23」ヨ．週1日　tt、　（1d．）

　　　　　　プレカリアに　提供2人　（4／日）延長の場合　提供2入　（4dノ臼）

　　　　　　再延長の場合提供1人　（1％d．）

　　　　　　洗羊，角棚　各1日　（％d・／目）　魚獲　（必要に応じて）

Farr，　Accounts　and　S・ertieys，　PP．1－14より作成。

小
屋
一
一
か
ら
の
賦
役
の
徴
収
量
と
、
そ
の
消
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

量
と
が
比
較
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
（
第
三
表
）
…

　
こ
の
「
明
細
」
に
は
計
算
上
の
不
自
然
さ
や
ハ

帳
尻
合
わ
せ
の
た
め
の
措
置
と
み
ら
れ
る
箇
所
が

　
　
　
　
　
　
④

無
い
で
も
な
い
が
、
少
く
と
も
表
面
上
は
賦
役
の

供
給
量
が
そ
の
消
費
量
を
五
四
単
位
だ
け
上
ま
わ

っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
前
掲
の
土
地
評
価
簿
に

お
け
る
農
奴
の
負
担
の
欄
に
は
洗
羊
、
刈
羊
等
の

牧
羊
の
仕
事
も
記
さ
れ
て
い
た
が
、
　
こ
の
　
「
明

細
」
で
は
、
賦
役
が
投
入
さ
れ
た
の
は
主
と
し
て

真
作
と
牧
草
作
り
に
限
ら
れ
て
い
た
か
の
よ
う
で

あ
る
。
そ
こ
で
一
二
七
四
－
七
五
年
の
会
計
簿
∵

家
畜
勘
定
を
み
る
と
、
当
荘
園
で
は
家
畜
数
は
哩

比
較
的
少
な
く
、
最
大
の
頭
数
は
羊
の
二
四
〇
頭

で
あ
る
。
さ
ら
に
会
計
簿
・
支
出
欄
に
は
硫
毛
人
、

囲
緒
管
理
人
等
へ
の
金
銭
給
与
が
あ
り
、
穀
物
勘

定
欄
に
は
、
小
麦
・
大
麦
の
混
合
穀
物
が
荷
車
係
、

酪
農
夫
、
搾
乳
婦
等
に
現
物
給
与
さ
れ
る
旨
の
記

　
　
　
　
　
⑤

述
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
．
考
慮
す
れ
ば
A
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第三表　賦役使用明細（1274－75年）

微収されるべき賦役塁（延日数〉 消費される賦役量（延iH数）

冬の賦役

（9月29日一6月24日）

全部金納化

夏の賦役

（6月24日一8月1日）

前年度未進分　　　　　69

本年分（農奴週3日，

，J、屋｛∋三週1　目）　　　　　　　776

計 845

黎耕等（：羊飼含む）

耕地の雑草刈

直営耕地内のまぐさ区画作り

牧草刈

牧草集荷・収納

160

321

44

202

368

計 1，e95

845－1，095＝一250

秋の賦役　　　　　　　　（農奴週5日，

（8月1日一9月29日）　　小屋住週1日） 2，042

黎耕等（羊飼含む）

祭

収　穫

牧草収穫

蘭集荷

紀　耕

上記不足分充足

424

72

878

252

91

21

250

計 1，988

2，042－1，988＝＝54

Farr，　AaCOients　an4　Stsroeys，　PP，69－70より作成。

第四表　会計簿の構成（羊皮紙表面）

I
H

担当荘役名

収入

皿　支出

1
2
3
4
1
2
3
4
5
6
7
8
9

前年度の未収分

テナントからの貨幣収入（地代，tolls，　fine等）

穀物・家畜販売額

外部よりの入金（HighworthとCricklade両boroughのファーム等）

農奴の賦役外労働。雇用労働者への給与

濃具修理費，建築費

穀物・家畜購入費

打穀費

収穫費

雇用労働者の諸手盛

外部への家畜移送費，通信費

ベイリフの手当，役人の饗応

livery（領主の純収入）

TV総計・差引

72　（568）．’



牧
羊
関
係
の
仕
事
の
う
ち
牧
草
作
り
・
洗
羊
・
虚
血
は
農
奴
に
よ
り
、
そ
れ
以
外
の
仕
事
は
少
人
数
の
雇
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
の
推
定
が
成
り
立
つ
。
い
ず
れ
に
せ
よ
少
く
と
も
帳
簿
の
上
で
は
、
賦
役
で
営
ま
れ
る
穀
作
も
、
雇
用
労
働
力
に
も
依
存
す
る
牧
羊

も
・
収
支
の
釣
合
は
と
れ
て
い
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
掴

　
こ
う
し
て
土
地
評
価
簿
か
ら
知
り
得
る
限
り
で
は
、
①
領
主
直
営
耕
地
の
地
条
は
領
主
支
配
下
の
農
民
の
地
条
と
混
ざ
り
あ
っ
て
舌
耕
圃

に
分
散
し
て
い
る
こ
と
、
②
さ
ら
に
領
主
直
営
耕
地
と
賦
役
負
担
農
民
の
保
有
地
と
の
面
積
比
、
あ
る
い
は
会
計
簿
に
み
ら
れ
る
賦
役
供
給

量
と
消
費
量
と
の
対
比
か
ら
、
当
荘
園
で
は
微
意
さ
れ
る
賦
役
量
は
直
営
耕
地
の
耕
作
に
十
分
で
あ
る
こ
と
、
が
判
明
す
る
。
そ
の
結
果
直
営

地
耕
作
は
保
有
農
の
耕
作
と
同
じ
慣
行
に
従
っ
て
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
そ
の
慣
行
の
規
制
力
は
か
な
り
強
力
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と

推
定
さ
れ
る
。

一三世紀ウィルトシアの世俗領荘園（朝治）

　
2
　
会
計
簿
か
ら
見
た
領
主
と
農
民

　
会
計
簿
の
分
析
を
始
め
る
前
に
、
当
荘
園
に
お
け
る
会
計
報
告
の
し
か
た
と
会
計
文
書
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
注
意
す
べ
き
点
を
記
し
て
お

こ
う
。
既
述
の
如
く
当
荘
園
は
一
二
八
九
年
に
王
の
手
に
没
収
さ
れ
、
所
領
経
営
に
関
す
る
文
書
類
は
財
務
府
に
収
納
さ
れ
た
。

　
そ
れ
ら
の
文
書
中
、
財
政
的
意
味
で
背
骨
を
な
す
の
は
ω
Φ
く
Φ
昌
げ
ρ
自
営
o
p
導
陣
巳
。
・
審
誘
、
⇔
8
0
0
蓉
ω
で
あ
り
、
周
辺
所
領
か
ら
の
収
入
や

　
　
　
　
　
　
　
⑦

そ
の
他
の
利
権
収
入
は
こ
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
し
、
領
主
諺
畠
ヨ
の
代
理
人
と
し
て
の
9
臼
箆
が
登
場
す
る
の
も
こ
の
文
書
だ
け
で

あ
る
。
　
こ
の
文
書
は
曽
α
洋
o
H
吟
味
役
の
監
査
を
経
て
作
成
さ
れ
る
。
8
暮
霧
H
o
房
と
、
現
地
荘
通
達
の
作
る
草
稿
と
も
い
う
べ
き
目
？

①
く
。
、
ω
α
轟
津
と
か
ら
成
る
。
前
者
は
筆
蹟
よ
り
判
断
し
て
そ
の
筆
者
は
現
地
人
で
は
な
く
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
派
遣
さ
れ
た
専
門
の
。
δ
爵
で

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
後
者
の
う
ち
本
史
料
集
に
納
め
ら
れ
た
の
は
、
＝
一
七
五
－
七
六
年
分
か
ら
一
二
七
八
1
七
九
年
分
の
四
年
面

分
の
み
で
あ
る
。

　
次
に
会
計
報
告
の
体
系
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
（
第
四
表
）
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ま
ず
荘
役
達
は
第
四
表
の
よ
う
な
項
目
に
つ
い
て
収
入
・
支
出
の
草
稿
を
作
る
。
羊
皮
紙
の
表
面
に
収
入
・
支
出
、
そ
の
差
引
き
を
記
し
、

裏
面
に
穀
物
・
家
畜
の
生
産
・
消
費
に
つ
い
て
の
「
穀
物
・
家
畜
勘
定
」
と
、
前
述
の
「
賦
役
使
用
明
細
」
と
が
記
さ
れ
る
。
荘
役
畜
が
秋
の
ミ

ク
ル
マ
ス
か
ら
翌
年
春
の
復
活
祭
ま
で
の
半
年
間
の
所
領
経
営
に
つ
、
い
て
の
草
稿
を
作
成
し
た
頃
、
領
主
か
ら
派
遣
さ
れ
た
吟
味
役
が
≦
①
≦

中
間
検
査
の
た
め
に
荘
園
を
訪
れ
る
。
こ
の
検
査
は
厳
密
で
、
唇
面
達
に
質
問
し
、
証
拠
の
・
富
一
蔓
割
符
を
提
出
さ
せ
る
。
復
活
祭
か
ら
半
年

後
の
ミ
ク
ル
マ
ス
に
も
同
様
の
雪
α
諜
監
査
が
行
わ
れ
る
。
も
し
帳
簿
に
不
正
が
あ
れ
ば
荘
役
職
は
責
任
を
問
わ
れ
る
し
、
賦
役
の
未
収
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

は
貨
幣
換
箪
さ
れ
て
彼
等
の
負
担
と
な
る
。
最
後
に
以
上
の
諸
手
続
の
後
、
作
成
さ
れ
る
の
が
。
o
g
算
窪
、
岩
房
写
し
で
あ
る
。
　
こ
の
文
書

の
体
系
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
会
計
報
告
は
領
主
が
自
領
地
の
実
態
を
知
る
た
め
に
と
い
う
よ
り
も
、
荘
役
等
の
現
場
責
任
者
の
活
動
を
管

理
・
点
検
す
る
た
め
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
さ
て
次
に
当
荘
園
の
会
計
簿
そ
の
も
の
の
分
析
に
移
る
。
本
史
料
集
に
は
先
述
の
通
り
＝
一
七
四
－
七
五
年
度
分
か
ら
＝
一
八
八
一
八
九
年

度
分
ま
で
が
ほ
ぼ
完
金
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
領
主
・
農
民
の
収
取
関
係
の
解
明
を
め
ざ
す
本
稿
の
目
的
に
と
っ
て
は
、
ど
の
年
度
を
採
用

し
て
も
大
差
は
な
い
。
そ
こ
で
先
述
の
土
地
評
価
簿
が
作
成
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
一
二
七
四
…
五
年
度
の
分
を
分
析
す
る
。
（
第
五
蓑
）

　
会
計
簿
・
収
入
欄
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
領
主
と
農
民
と
の
経
済
的
な
収
取
関
係
は
次
の
様
な
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
領
主
に

よ
る
農
民
収
奪
に
は
大
略
二
通
り
の
方
法
が
あ
る
。
一
つ
は
領
主
が
農
民
に
土
地
を
保
有
さ
せ
て
労
働
力
を
養
わ
せ
、
領
主
直
営
耕
地
を
耕
作

さ
せ
た
り
、
領
主
の
家
畜
を
育
て
さ
せ
る
た
め
の
賦
役
・
不
払
労
働
と
し
て
取
り
立
て
る
方
法
で
あ
る
（
収
入
項
目
の
W
遡
藪
）
。
他
の
一
つ
は
農

民
か
ら
地
代
・
諸
負
課
・
物
納
・
裁
判
収
入
等
の
形
で
取
り
立
て
る
方
法
で
あ
る
（
H
皿
W
V
W
）
。
農
民
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
領
主
か
ら
保
有

地
ど
象
を
充
て
が
わ
れ
る
代
償
と
し
て
、
直
営
耕
地
を
耕
作
さ
せ
ら
れ
、
か
つ
自
分
の
保
有
地
を
耕
作
し
て
自
分
と
家
族
を
養
っ
た
上
、
現
物

あ
る
い
は
現
金
の
地
代
を
納
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
で
は
、
土
地
・
生
産
用
具
等
の
価
値
は
生
産
の
過
程
で
は
変
化
し
な
い
と
し
て
計
算
す
れ
ば
、
領
主
は
農
民
に
ど
れ
だ
け
の
価
値
の
も
の
を

与
え
て
、
ど
れ
だ
け
の
価
値
の
労
働
を
吸
収
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
・
領
主
の
収
入
コ
ス
ト
を
計
浴
す
る
と
い
う
試
み
は
、
先
学
に
よ
つ
で
何
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度
か
な
さ
れ
て
き
た
。
限
ら
れ
た
史
料
の
範
囲
内
で
こ
れ
を
行
う
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
能
う
限
り
迫
っ
て
み
よ
う
。

　
二
通
り
の
方
法
で
行
う
。
領
主
は
農
民
の
賦
役
や
フ
一
・
ム
ル
ス
の
労
働
に
よ
っ
て
、
ど
の
程
度
収
益
を
得
た
か
を
探
る
と
い
う
の
が
第
一
の

方
法
の
骨
子
で
あ
る
。

　
ま
ず
領
主
に
よ
る
労
働
力
確
保
の
た
め
の
投
資
額
を
把
握
し
よ
う
。
収
入
項
目
の
う
ち
賦
役
に
依
る
も
の
は
畷
盟
K
で
あ
り
、
要
す
る
に
穀

作
と
牧
畜
収
入
で
あ
る
。
こ
れ
危
の
仕
事
は
農
奴
・
小
屋
住
農
の
賦
役
と
フ
ァ
ム
ル
ス
の
労
働
力
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
史
料
の
記
述
の
都
含

上
、
領
主
が
農
民
と
フ
ァ
ム
ル
ス
に
対
し
生
産
の
た
め
に
支
出
し
た
金
額
を
合
わ
せ
て
箕
止
す
る
。
ま
ず
一
二
七
四
一
七
五
年
に
お
け
る
賦
役

を
ど
の
よ
う
に
貨
幣
評
価
す
る
の
か
と
い
う
困
難
が
あ
る
。
便
宜
上
、
領
主
は
賦
役
の
売
却
に
あ
た
っ
て
極
め
て
賢
明
に
自
分
に
と
っ
て
損
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら
ぬ
換
算
を
し
た
と
仮
定
レ
て
、
土
地
評
価
簿
に
記
さ
れ
た
賦
役
評
価
額
を
使
う
。
農
奴

第五表　1274－75年度会計簿収入項目

6　s．

le

2

14

4

2

3

10P6　d．

2S
7＞5

10％

9

6％

7苑

7

6s．　　工d．

1

丑

珊

TLr

v
x
i
f

未収分　　　　　　　　　£59
固定i也拳馬　　　　　　　　　　　　　　　13

物納評価額

諸賦課　　　　　　　　　16

放牧権売却　　　　　　　g

ファーム

穀物売却　　　　　　　　82

家密売却　　　　　　　　28

その他の穀物・家畜売却　　　1

計 £210

Farr，　AceOfents　and　Surweys，　pp．60－62　よ　りf乍成。

数
は
四
七
人
で
あ
る
が
、
う
ち
二
人
は
保
有
地
も
諸
負
担
も
他
の
農
奴
の
二
分
の
一
で
あ
る

の
で
、
実
質
的
に
は
標
準
規
模
の
農
奴
四
六
入
と
箕
定
し
得
る
。
小
屋
三
農
一
三
人
の
う
ち

賦
役
を
提
供
す
る
者
は
八
人
の
み
で
あ
る
。
領
主
の
穀
作
・
牧
畜
の
た
め
に
彼
等
の
す
る
労

働
の
評
価
額
ぼ
総
計
一
四
ポ
ン
ド
九
シ
リ
ン
グ
三
％
ペ
ン
ス
と
な
る
。
更
に
農
奴
等
の
賃
仕

事
給
与
と
フ
ァ
ム
ル
ス
へ
の
給
与
は
、
現
物
給
の
評
価
額
を
も
含
め
て
八
ポ
ン
ド
一
五
シ
リ

ン
ダ
ー
％
ペ
ソ
、
ス
で
謬
り
、
労
働
力
確
保
費
は
総
計
二
三
ポ
ン
ド
四
シ
リ
ン
グ
五
ペ
ン
ス
と

な
る
。

　
次
の
領
主
の
収
入
額
の
把
握
だ
が
、
二
つ
の
障
碍
が
あ
る
。

　
①
収
入
は
主
と
し
て
生
産
物
売
却
代
金
だ
が
そ
の
内
訳
は
「
原
料
費
」
「
道
具
代
」
「
労

賃
」
、
「
利
潤
」
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
原
料
費
」
に
は
次
の
様
な
計
算
上
の
困
難
が
あ
る
。

例
え
ば
一
二
七
四
1
七
五
年
の
生
産
に
使
っ
た
穀
物
の
種
子
代
、
回
る
い
は
そ
の
年
度
内
に
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売
却
し
た
家
畜
の
購
入
時
の
原
価
等
は
史
料
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
「
道
具
代
」
も
償
却
期
間
が
不
明
な
の
で
一
年
分
の
償
却
費
を
掴

め
な
い
。
更
に
「
利
潤
」
は
売
却
時
の
相
場
に
左
右
さ
れ
る
。

　
②
次
に
生
産
年
度
の
問
題
が
あ
る
。
一
二
七
四
－
七
五
年
に
売
却
さ
れ
た
穀
物
は
、
そ
の
年
に
生
産
さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
る
が
、
大
半

は
前
年
度
に
収
穫
し
て
倉
入
り
し
て
い
た
も
の
の
内
、
今
年
度
に
打
卜
し
て
売
却
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
一
二
七
四
一
七
五
年
に
生
産
さ

れ
た
穀
物
の
大
半
は
（
そ
の
比
率
は
不
明
）
翌
年
度
に
打
穀
・
売
却
さ
れ
る
の
で
、
売
価
は
翌
年
度
の
も
の
も
参
考
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
様
に
家
畜
も
、
生
後
何
年
目
に
売
却
し
た
か
は
正
確
に
は
捉
え
得
な
い
。
家
畜
売
却
に
よ
る
収
入
は
少
く
と
も
、
そ
の
年
に
生
産
さ
れ
た
家

畜
の
価
値
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
長
期
間
の
動
態
調
査
か
ら
推
定
す
る
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
二
つ
の
問
題
点
が
あ
る
の
で
、
以
下
の
計
算
は
概
算
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
領
主
の
収
入
と
し
て
は
一
二
七
四
－
七
五
年
の
会
計

簿
・
収
入
欄
の
靱
W
K
を
用
い
、
翌
年
度
分
を
も
参
考
に
す
る
。
す
る
と
同
一
年
度
で
比
較
す
る
な
ら
ば
、
領
主
は
農
民
に
工
三
ポ
ン
ド
四
シ

リ
ン
グ
五
ペ
ン
ス
の
い
わ
ば
「
労
賃
」
を
支
払
っ
て
、
　
一
一
一
ポ
ン
ド
一
〇
シ
リ
ン
グ
八
％
ペ
ン
ス
の
収
入
を
得
た
こ
と
に
な
る
。
参
考
の
た

め
翌
年
度
の
収
入
を
み
る
と
、
一
四
五
ポ
ン
ド
ー
ニ
シ
リ
ン
グ
ニ
％
ペ
ン
ス
に
増
え
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
道
具
代
・
諸
施
設
維
持
諸
等
の
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

費
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
会
計
簿
・
支
出
欄
の
該
当
項
目
の
総
額
三
三
ポ
ン
ド
七
シ
リ
ン
グ
％
ペ
ン
ス
を
差
し
引
い
て
も
、
領
主
が
労
働
力
確

保
に
要
し
た
額
よ
り
も
多
く
の
収
入
を
上
げ
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

　
次
に
第
二
の
方
法
に
移
ろ
う
。
先
の
方
法
は
領
主
の
収
入
の
う
ち
、
農
民
の
賦
役
と
フ
ァ
ム
ル
ス
の
労
働
か
ら
生
産
さ
れ
る
も
の
の
み
に
関

し
て
の
コ
ス
ト
計
算
で
あ
っ
た
が
、
第
二
の
方
法
で
は
荘
園
経
営
全
体
で
収
入
コ
ス
ト
を
調
べ
る
。

　
前
述
の
よ
う
に
農
業
経
営
と
諸
負
課
と
の
二
本
柱
で
成
り
立
つ
領
主
の
収
入
の
う
ち
、
農
業
経
営
に
依
る
部
分
か
ら
農
民
の
農
業
収
入
を
推

定
す
る
。
領
主
直
営
地
は
農
民
保
替
地
の
地
法
と
混
ざ
り
あ
っ
て
散
在
し
て
い
る
。
農
業
技
術
や
生
産
用
具
は
両
者
の
間
に
大
差
は
な
か
っ
た

と
仮
定
し
て
、
不
払
労
働
を
す
る
代
償
に
与
え
ら
れ
た
保
有
地
か
ら
、
農
民
は
い
か
ほ
ど
の
収
入
を
得
た
か
を
、
領
主
の
収
入
額
か
ら
箪
濾
す

る
と
い
う
の
が
、
第
二
の
方
法
の
骨
子
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
方
法
が
、
正
確
を
期
し
得
る
ど
こ
ろ
か
、
誤
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
描
く
危
険
を
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持
つ
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
限
ら
れ
た
史
料
の
範
囲
内
で
領
主
・
農
民
間
の
経
済
的
関
係
を
明
示
的
に
捉
え
る
た
め
の
次
善
の
策
と
考
え

た
い
。

　
ま
ず
一
二
七
四
－
七
五
年
の
会
計
簿
・
穀
物
勘
定
か
ら
、
耕
地
の
作
付
面
積
を
計
算
す
る
。
こ
の
年
は
小
麦
・
大
麦
・
オ
ー
ト
麦
の
み
作
付

さ
れ
、
そ
の
面
積
は
そ
れ
ぞ
れ
二
五
三
％
、
一
一
二
％
、
＝
一
ニ
エ
イ
カ
で
、
合
計
四
八
八
エ
イ
カ
と
な
る
。
こ
れ
は
前
記
土
地
評
価
簿
に
み

る
直
営
耕
地
面
積
九
七
五
％
エ
イ
カ
の
ほ
ぼ
半
分
に
あ
た
り
、
当
荘
園
で
二
圃
制
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　
次
に
作
物
ご
と
に
作
付
面
積
、
収
量
、
売
却
値
を
だ
し
て
、
そ
れ
ら
を
農
民
の
保
有
地
積
に
あ
て
は
め
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、
最
重
要
因
子
の

売
却
値
は
、
全
品
種
の
合
計
値
し
か
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
非
常
に
大
雑
把
な
や
り
方
だ
が
、
次
の
様
な
計
算
を
す
る
。
　
一
二
七
四
－
七

五
年
に
は
領
主
は
全
耕
地
九
七
五
％
エ
イ
ヵ
か
ら
、
八
ニ
ポ
ソ
ド
四
シ
リ
ン
グ
六
％
ペ
ン
ス
の
農
業
収
入
を
得
た
。
で
は
四
七
人
置
二
三
ヴ
ァ

ー
ギ
ッ
ト
を
保
有
す
る
農
奴
は
、
全
員
で
何
ほ
ど
の
収
入
に
な
る
の
か
を
比
例
式
で
計
算
す
る
。
前
の
例
に
従
っ
て
一
ヴ
ァ
ー
ギ
ッ
ト
を
三
〇

エ
イ
カ
と
す
る
と
、
農
奴
達
の
収
入
は
五
八
ポ
ン
ド
ニ
シ
リ
ン
グ
一
一
ペ
ン
ス
と
な
る
。
　
賦
役
を
負
担
す
る
小
屋
住
農
民
八
人
の
保
有
地
は

9
0
津
園
宅
地
と
の
み
表
現
さ
れ
て
い
て
、
面
積
は
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
等
の
賦
役
負
担
量
を
農
奴
と
比
較
す
る
。
延
日
数
で
農
奴
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

一
分
の
五
を
負
隠
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
も
と
に
農
奴
の
収
入
や
人
数
比
を
勘
案
し
て
計
算
す
る
と
、
約
言
ポ
ン
ド
四
シ
リ
ン
グ
五
％
ペ
ン

ス
が
小
屋
住
農
八
人
の
年
収
評
価
と
な
る
。
農
奴
の
分
と
合
わ
せ
る
と
約
六
〇
ポ
ン
ド
七
シ
リ
ン
グ
四
苦
ペ
ン
ス
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
一
方
領
主
収
入
の
う
ち
、
自
由
農
や
任
意
保
有
農
の
納
め
た
地
代
・
税
等
を
除
い
て
、
領
主
は
二
〇
三
ポ
ン
ド
一
〇
シ
リ
ン
グ
四
ペ
ン
ス
を

得
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
経
費
と
し
て
十
四
ニ
ポ
ン
ド
を
支
出
す
る
か
ら
、
領
主
の
収
入
は
計
算
上
一
六
一
ポ
ン
ド
程
度
に
な
る
。
農
奴
は
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

述
の
額
の
収
入
で
自
分
と
家
族
を
養
っ
た
上
、
固
定
地
代
、
フ
ラ
ン
ク
プ
レ
ヅ
ジ
査
察
時
の
徴
収
金
、
物
納
品
費
、
放
牧
昇
等
を
徴
収
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
以
上
二
通
り
の
方
法
で
領
主
・
農
民
の
経
済
的
関
係
を
検
討
し
た
か
、
い
ず
れ
の
方
法
に
依
っ
て
も
、
領
主
か
ら
農
民
に
与
え
る
も
の
（
家

・
保
有
地
）
と
、
農
民
が
領
主
に
差
し
出
す
も
の
（
労
働
力
・
地
代
）
と
の
交
換
は
、
領
主
に
有
利
な
不
等
価
交
換
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り

し
た
。
第
二
の
方
法
で
見
た
よ
う
に
農
奴
・
小
屋
住
農
の
手
元
に
は
お
そ
ら
く
何
も
残
ら
な
い
よ
う
な
収
奪
ぶ
り
で
あ
る
。
階
級
的
収
奪
と
は
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お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
状
態
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
会
計
諸
記
録
の
検
討
か
ち
判
明
し
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　
①
こ
の
よ
う
な
経
済
関
係
に
お
け
る
領
主
に
着
る
農
民
の
収
奪
は
、
既
述
の
よ
う
に
不
等
価
交
換
と
い
う
性
格
を
持
つ
か
ら
、
必
ず
そ
れ

を
可
能
に
す
る
強
協
力
が
働
か
な
け
れ
ば
成
立
し
得
な
い
。
約
言
す
れ
ば
領
主
・
農
民
の
生
産
関
係
に
は
、
必
ず
領
主
側
に
有
利
な
強
制
力
が

伴
う
。

　
②
こ
の
よ
う
な
階
級
的
収
奪
は
、
会
計
記
録
に
従
う
限
り
、
耕
作
の
共
働
性
が
あ
っ
て
も
な
お
生
じ
て
い
る
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
収
奪
を
可
能
に
し
允
強
制
力
は
、
そ
の
ま
う
な
共
同
労
働
の
必
要
性
か
ら
生
じ
る
生
産
者
共
同
体
の
規
鑑
識
と
は
別
の
次
元
で

作
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

①
U
黛
げ
ざ
潮
「
ρ
昌
O
≦
9
崔
9
目
歪
昌
P
即
八
二
§
馬
U
§
罵
砺
翫
塁
9
？

　
箋
愚
ξ
ミ
の
。
画
§
－
零
無
洞
観
N
§
ミ
”
お
①
メ
O
ρ
ヨ
げ
ほ
血
σ
q
ρ
℃
娼
’
竃
1
δ
「

②
囚
。
ω
慧
邑
ハ
ざ
．
彰
2
蜜
§
a
§
§
魯
鴫
ミ
§
髄
ミ
§
透
ミ
穿
曳
§
贈

　
§
導
恥
“
ミ
§
§
ミ
題
馬
田
§
S
巴
こ
げ
団
口
。
目
燦
津
。
旨
’
ド
霧
①
噛
○
嫁
o
a
惣
℃
唱
㌦

　
留
ρ
器
9
8
メ
鱒
Q
。
留
為
．

⑨
　
土
地
評
価
簿
に
記
載
さ
れ
た
農
奴
数
は
四
七
人
で
あ
る
が
、
う
ち
二
人
は
保
有

　
地
積
、
負
担
量
と
も
に
標
準
農
奴
の
．
二
分
の
一
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
実
質
的

　
に
は
標
準
農
奴
圏
六
人
と
同
じ
で
あ
る
。

④
夏
の
賦
役
（
蚕
繭
週
三
日
、
小
屋
住
農
週
一
日
、
六
月
二
四
日
か
ら
八
月
一
目

　
ま
で
）
、
も
秋
の
賦
役
（
農
奴
週
五
日
、
小
屋
住
農
週
、
一
日
、
八
月
一
B
か
ら
九
月

　
二
九
日
ま
で
）
も
計
鋒
値
よ
り
百
単
位
ず
つ
少
な
く
記
さ
れ
て
い
る
。

⑤
司
p
員
愚
．
ミ
ニ
唱
や
φ
も
。
層
①
・
r
切
・

⑥
　
　
「
支
出
」
項
昌
中
、
家
畜
購
入
費
と
硫
毛
人
・
囲
脳
管
理
人
等
の
給
与
、
更
に

　
曲
玉
南
単
や
用
具
購
入
修
理
費
の
合
計
は
二
〇
ポ
ン
ド
一
九
シ
リ
ン
グ
四
％
ペ
ン
ス
で

　
あ
る
の
に
対
し
、
　
「
収
入
」
項
目
中
の
家
畜
か
ら
の
収
入
（
堀
）
は
二
八
ポ
ン
ド

　
ニ
シ
リ
ン
グ
七
％
ペ
ン
ス
で
あ
る
の
で
、
黒
字
で
あ
る
。

⑦
　
局
タ
。
拝
魯
・
黒
汗
や
①
b
。
・
≦
O
H
些
¢
（
隣
地
）
の
固
定
地
代
、
製
粉
機
の
フ
ァ

　
ー
ム
、
フ
ラ
ン
ク
ブ
レ
ッ
ジ
査
察
に
よ
る
収
入
、
慣
習
的
収
入
、
O
詠
9
白
冨
α
o
の

　
帯
場
の
フ
ァ
ー
ム
、
ω
葺
p
洋
。
昌
の
荘
役
か
ら
の
収
入
等
を
指
す
。

⑧
倒
霧
が
愚
■
ミ
‘
℃
・
〆

⑨
奪
ミ
‘
℃
や
×
×
訟
訟
－
図
×
恥
く
一
P
前
年
度
以
前
の
い
わ
ゆ
る
累
積
赤
字
も
今
年
度

　
の
荘
役
達
の
負
担
と
な
る
。
鵜
川
馨
『
中
世
英
国
世
俗
領
の
研
究
』
一
九
六
六
年

　
未
来
社
、
三
七
一
八
頁
。

⑩
　
　
「
支
出
」
総
額
か
ら
農
耕
・
牧
畜
用
に
使
わ
れ
た
額
を
差
し
引
い
た
額
と
し
て

　
計
算
し
た
。

⑪
　
農
奴
の
賦
役
の
べ
属
数
（
一
人
）
六
三
日
に
対
し
て
、
小
屋
住
農
の
そ
れ
は
一

　
五
臼
で
あ
る
の
で
、
5
＼
霧
す
な
わ
ち
窃
＼
b
。
一
と
し
て
計
算
し
た
。

⑫
　
自
由
課
有
襲
の
地
代
一
一
ニ
シ
リ
ン
グ
八
光
ペ
ン
ス
、
廷
意
保
有
農
の
地
代
九

　
シ
リ
ン
グ
九
ペ
ン
ス
、
そ
の
他
の
保
有
農
の
地
代
合
計
＝
ニ
シ
リ
ン
グ
三
ペ
ン
ス
、

　
総
計
六
ポ
ン
ド
一
五
シ
リ
ン
グ
八
％
ペ
ン
ス
。
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⑬
例
え
ば
濃
奴
四
七
人
の
固
定
地
代
＝
五
シ
リ
ン
グ
、
牧
草
税
等
合
計
四
九
シ

　
抑
ソ
グ
％
ベ
ソ
ス
、
放
牧
減
等
合
計
一
五
ニ
シ
リ
ン
グ
、
物
納
評
価
額
六
シ
リ
ソ

　
グ
七
％
ペ
ン
ス
等
に
な
番
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
農
奴
以
外
の
保
有
農
の
分
も
含
ま

　
れ
て
い
る
の
で
正
確
な
値
は
算
定
で
き
な
い
が
、
農
奴
や
小
屋
住
農
に
と
っ
て
の

　
負
担
が
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
察
し
が
っ
く
。

⑭
　
以
上
の
コ
ス
ト
計
算
は
、
　
小
松
淑
郎
「
会
計
【
簿
か
ら
み
た
一
撃
国
中
世
荘
園
」

　
『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
二
五
－
二
（
一
九
七
五
年
）
を
参
考
に
し
た
。

三
　
領
主
裁
判
権
の
性
格

一三世紀ウィルトシアの世俗領荘園（朝治）

　
1
　
学
　
説
史

　
上
述
の
如
く
当
荘
園
で
は
領
主
跨
費
ヨ
は
、
彼
の
支
配
す
る
農
民
か
ら
秋
に
は
週
五
日
に
も
及
ぶ
賦
役
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
地
代
を
収

取
し
て
い
る
。
こ
れ
は
決
し
て
村
民
共
同
体
の
代
表
者
の
取
得
分
と
い
う
程
度
で
は
な
く
、
必
要
労
働
部
分
を
除
く
、
ほ
ぼ
総
て
の
剰
余
労
働

と
も
言
う
べ
き
部
分
を
収
奪
す
る
階
級
的
収
奪
と
呼
び
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
領
主
と
農
民
と
の
間
で
保
有
権
の
付
与
と
労
働
力
提
供
と
の
不

等
価
交
換
を
可
能
に
す
る
強
制
力
が
、
必
ず
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経
済
史
学
で
は
こ
の
力
を
経
済
制
縛
綱
と
呼
ん
で
い
る
。

　
一
方
、
当
荘
園
は
荘
園
型
所
領
の
部
類
に
属
し
、
耕
作
強
制
等
か
ら
生
じ
る
共
同
体
規
制
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
で

は
経
済
外
強
制
と
共
同
体
規
制
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
現
在
我
国
に
は
有
力
な
学
説
が
あ
る
。

「
実
は
こ
の
経
済
外
強
制
な
る
も
の
は
、
共
同
体
関
係
に
基
づ
く
共
同
態
規
制
を
土
台
と
し
、
必
ず
そ
れ
を
と
お
し
て
現
わ
れ
て
く
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
①

な
み
わ
け
で
す
し
と
明
言
さ
れ
乃
大
塚
久
雄
氏
の
学
税
が
そ
⑳
で
あ
る
。
経
済
外
強
糊
は
共
岡
態
規
制
を
土
省
と
す
る
と
捉
え
ら
れ
る
点
に
、

本
稿
は
些
か
の
疑
問
を
呈
し
て
み
た
い
。

「
ま
ず
経
済
外
強
制
と
は
何
か
を
知
る
た
め
に
、
吉
岡
昭
彦
疵
の
説
明
（
岩
波
書
店
版
『
経
済
面
辞
典
』
初
版
）
を
引
用
さ
せ
て
頂
く
。

　
　
　
　
「
封
建
領
主
は
名
目
上
の
土
地
所
識
者
一
上
級
所
有
権
者
○
び
。
お
ぼ
。
コ
さ
欝
興
で
あ
り
、
直
接
生
産
者
た
る
農
民
は
、
自
己
の
労
働
に
基
づ
い
て
一

　
　
定
の
仕
方
で
土
地
を
占
領
す
る
事
実
上
の
土
地
所
有
者
1
1
下
級
駈
有
権
者
¢
募
2
0
楓
窪
象
ヨ
窪
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
二
つ
の
権
利
が
対
抗
し
あ
っ

　
　
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
農
畏
は
生
産
手
段
の
事
実
上
の
所
有
者
で
あ
る
か
ら
、
自
己
の
労
働
生
産
物
を
取
得
し
う
る
毛
、
ま
た
労
働
力
を
売
る
必
要
も
な
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い
。
し
た
が
っ
て
、
上
級
所
有
者
た
る
領
主
が
彼
ら
か
ら
封
建
地
代
を
収
取
す
る
た
め
に
は
、
な
ん
ら
か
の
形
態
で
、
経
済
外
的
な
直
接
の
強
制
力
を
必

　
　
要
と
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
」
（
二
匹
八
頁
）

　
経
済
外
的
と
い
う
の
は
、
高
橋
幸
八
郎
残
に
依
れ
ば
、
　
「
剰
余
労
働
（
地
代
）
の
領
有
は
、
資
本
主
義
に
お
け
る
よ
う
に
商
品
交
換
に
よ
っ

て
媒
介
さ
れ
る
の
で
は
な
く
」
、
「
ま
さ
に
直
接
的
な
強
力
・
支
配
1
1
隷
属
関
係
を
媒
介
と
し
て
の
み
」
為
し
得
る
（
同
書
一
〇
六
一
i
六
二
頁
）

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
さ
ら
に
高
橋
氏
に
依
れ
ば
、
　
「
経
済
外
強
制
の
形
態
は
、
封
建
社
会
の
発
展
段
階
、
地
代
形
態
の
最
愛
に
応
じ
て
さ
ま

ざ
ま
で
あ
り
う
る
」
　
（
一
〇
六
二
頁
）
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
内
容
は
次
の
様
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
ω
　
労
働
地
代
段
階
で
は
、
　
「
剰
余
労
働
と
必
要
労
働
と
は
空
間
的
（
直
営
地
と
保
有
地
）
に
も
時
間
的
（
週
何
日
ず
つ
）
に
も
画
然
と
分
離
し
て
あ

　
　
ら
わ
れ
、
剰
余
労
働
は
領
主
の
た
め
の
強
制
労
働
と
い
う
最
も
粗
野
な
形
態
を
と
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
」

　
　
　
②
　
生
産
物
地
代
段
階
で
は
、
　
「
農
艮
は
直
接
的
な
暴
力
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
慣
習
も
し
く
は
成
文
法
等
々
の
法
的
規
定
に
駆
り
た
て
ら
れ
て
地
代

　
　
を
給
付
」
す
る
。

　
　
　
③
　
貨
幣
地
代
段
階
で
は
、
「
経
済
外
的
強
制
は
い
っ
そ
う
ゆ
る
や
か
な
契
約
的
・
対
物
的
な
貨
幣
関
係
に
転
化
さ
れ
て
い
る
。
」
（
一
〇
六
一
一
六
二

　
　
頁
）

　
吉
岡
、
高
橋
両
氏
に
よ
る
こ
れ
ら
の
説
明
が
、
　
『
資
本
論
』
第
三
巻
第
四
七
章
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
記
述
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
が
、
両
氏
の
説
を
始
め
我
国
で
の
膚
力
学
説
は
、
単
に
マ
ル
ク
ス
説
の
紹
介
だ
け
に
終
始
せ
ず
、
よ
り
立
入
っ
た
説
明
を
加
え
た
点

に
特
色
が
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
経
済
外
強
制
が
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
な
形
態
を
と
る
か
の
説
明
に
お
け
る
特
色
で
あ
る
。

　
再
び
吉
岡
氏
の
説
明
を
見
よ
う
。

　
　
　
　
「
こ
の
よ
う
な
経
済
外
的
強
制
は
、
村
落
共
同
体
を
基
底
と
し
て
、
そ
の
領
主
的
支
配
に
基
づ
く
封
建
的
な
農
民
身
分
規
定
（
最
も
典
型
的
に
は
農
奴

　
　
身
分
規
定
）
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
い
わ
ゆ
る
土
地
緊
縛
と
農
民
の
財
産
能
力
の
欠
除
と
が
そ
の
主
要
内
容
を
な
し
、
領
主
裁
判
権
が
そ
の
法
的
執
行
を
保

　
　
障
す
る
こ
と
に
な
る
。
」
　
（
二
四
八
頁
）
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一三世紀ウィルトシアの世俗領荘園（朝治）

　
す
な
わ
ち
吉
岡
氏
は
こ
こ
で
、
①
経
済
外
強
欄
が
村
落
共
同
体
を
基
底
と
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
②
領
主
裁
判
権
が
経
済
外
強
制
の
法

的
執
行
を
保
障
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
点
を
摺
摘
さ
れ
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
前
馬
に
つ
い
て
は
こ
の
部
分
だ
け
で
は
、
先
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

引
用
し
た
大
塚
氏
の
説
明
と
軌
を
一
に
す
る
の
か
否
か
は
定
か
で
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
明
確
な
説
明
を
行
わ
れ
た
の
は
鵜
川
馨
琉
で
あ
る
。

　
　
　
「
マ
ナ
…
領
主
は
、
た
ん
に
共
同
体
の
財
産
を
横
領
、
専
断
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
か
つ
て
村
落
共
同
体
が
有
し
て
い
た
村
落
共
同
体
成
員
に
対
し
て

　
　
加
え
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
の
規
制
力
、
強
制
力
、
ま
た
し
た
が
っ
て
そ
の
よ
う
な
規
制
を
実
現
せ
し
め
る
機
構
を
も
自
己
の
掌
中
に
お
さ
め
、
剰
余
労
働
実

　
　
現
の
た
め
の
重
要
な
手
段
と
し
て
利
用
し
た
の
で
あ
っ
た
。
マ
ナ
ー
領
主
の
有
す
る
強
大
な
軍
事
力
と
い
っ
た
直
接
の
暴
力
が
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い

　
　
た
こ
と
、
そ
れ
が
経
済
外
強
制
の
重
要
な
局
面
で
あ
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
が
、
上
述
の
よ
う
な
共
同
態
規
制
こ
そ
が
そ
の
中
軸
を
な
し
、
し
か
も

　
　
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
ま
す
ま
す
そ
の
比
重
が
大
に
な
っ
た
こ
と
は
改
め
て
強
調
さ
る
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。
」
　
（
『
西
洋
経
済
史
講
座
』
岩
波
書
店
　
第

　
　
一
巻
　
一
九
一
頁
）

　
氏
の
趣
旨
は
「
剰
余
労
働
実
現
の
た
め
の
手
段
・
契
機
で
あ
る
経
済
外
強
制
の
中
軸
は
共
同
態
規
欄
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

わ
れ
る
。
こ
の
説
明
の
仕
方
は
、
古
く
松
田
智
雄
氏
に
み
ら
れ
、
大
塚
琉
に
よ
り
体
系
化
さ
れ
た
共
同
体
論
と
軌
を
一
に
し
て
お
り
、
現
在
の

有
力
学
説
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
学
説
に
対
し
体
系
的
な
総
轄
を
加
え
る
意
図
は
毛
頭
な
い
が
、
先
程
以
来
述
べ
て
き
た
経
済
外
強

制
と
共
同
体
（
態
）
規
制
と
の
関
連
に
つ
い
て
、
気
付
い
た
点
を
記
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
本
来
成
員
に
対
し
て
加
え
ら
れ
る
、
そ
の
意

味
で
対
内
的
な
性
格
の
共
同
体
（
態
）
規
制
が
、
階
級
社
会
と
し
て
の
封
建
社
会
に
お
い
て
、
領
主
が
農
民
を
搾
取
す
る
と
き
の
、
そ
の
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

で
対
外
的
な
契
機
で
あ
る
経
済
外
強
欄
の
基
底
で
あ
り
得
る
の
は
何
故
な
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
以
上
の
よ
う
な
有
力
学
説
と
同
様
の
説
明
は
○
・
ω
・
9
毒
厳
や
芝
・
○
・
》
巳
ぴ
に
よ
っ
て
も
行
わ
れ
て
い
る
。
少
し
そ
れ
ら
を

辿
っ
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
俗
論
け
は
げ
厚
葉
≦
ω
村
法
の
研
究
を
通
し
て
、
領
主
の
権
力
と
共
同
体
の
規
制
力
と
は
一
応
別
箇
の
存
在
で
あ
る
と
は
し
な
が
ら
も
、

両
氏
の
非
敵
対
的
性
格
を
描
き
出
す
こ
と
に
努
め
、
　
「
村
法
に
お
い
て
は
領
主
の
利
害
は
、
農
耕
共
同
体
の
利
害
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
」
と
ま
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⑤

で
言
っ
た
。
さ
ら
に
近
著
で
は
そ
れ
ら
村
法
の
研
究
と
並
行
し
て
進
め
ら
れ
た
領
主
裁
判
権
の
分
類
の
研
究
と
を
統
一
し
て
掘
辛
し
、
領
主
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

が
共
同
体
規
制
に
従
属
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
再
度
、
領
主
と
共
同
体
と
の
非
敵
親
的
性
格
を
強
調
し
た
。

　
一
方
O
H
薯
貯
夫
妻
は
一
九
三
八
年
§
恥
O
特
§
装
ミ
§
に
お
い
て
ノ
ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
シ
ア
の
ラ
ク
ス
ト
ソ
U
㊤
蓉
。
⇔
の
荘
園
を
例
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

て
、
中
世
農
耕
の
先
進
技
術
で
あ
っ
た
○
℃
Φ
口
舌
置
ω
岩
8
B
が
如
何
に
し
て
村
落
共
同
体
の
有
様
を
決
定
し
て
い
く
か
を
論
じ
た
。
　
そ
の

後
一
九
四
九
年
刊
の
鼠
窪
亀
。
透
ミ
肉
薦
謎
壽
肝
脳
§
§
偽
に
お
い
て
、
領
主
と
共
同
体
と
の
関
係
を
論
じ
た
。
そ
こ
で
は
領
主
の
二
つ
の
立

場
、
す
な
わ
ち
共
同
体
の
一
員
と
し
て
の
立
場
と
階
級
収
奪
者
と
し
て
の
立
場
と
を
並
列
し
て
い
る
が
、
最
終
的
に
は
前
者
の
立
場
を
強
調
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

て
、
荘
園
裁
判
所
に
代
表
さ
れ
る
共
同
体
規
鰯
の
体
制
を
領
主
が
維
持
し
て
い
る
と
い
う
構
図
を
描
い
た
。

　
》
巳
什
の
方
法
す
な
わ
ち
領
主
の
支
配
権
を
機
能
面
で
捉
え
、
荘
園
の
中
で
作
用
す
る
様
々
な
強
制
力
の
一
つ
で
あ
る
と
み
な
し
て
、
農
耕

活
動
の
た
め
に
生
じ
る
共
同
体
の
規
制
力
と
の
競
合
や
対
抗
、
あ
る
い
は
同
調
を
細
か
く
分
類
す
る
と
い
う
い
わ
ば
社
会
学
的
方
法
は
、
そ
れ

ま
で
の
固
定
的
な
領
主
権
概
念
を
打
ち
破
る
と
い
う
大
き
な
意
義
を
持
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
こ
の
方
法
を
と
っ
た
結
果
、
領
主
の
階
級
収
奪

者
と
し
て
の
立
場
、
あ
る
い
は
、
収
奪
の
契
機
た
る
べ
き
経
済
外
強
欄
と
し
て
の
領
主
権
の
役
割
は
相
対
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
9
三
昌
夫

妻
の
場
合
も
中
世
農
村
像
を
描
く
こ
と
に
主
眼
を
お
い
た
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
農
業
の
発
展
は
、
よ
り
便
利
に
よ
り
合
理
的
に
と
い
っ
た
プ
ラ
グ

マ
チ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
捉
え
ら
れ
、
領
主
が
農
民
の
労
働
を
搾
取
す
る
こ
と
の
意
味
は
深
く
は
追
求
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
次
に
跨
巳
出
勝

の
主
張
の
根
拠
と
な
っ
た
実
証
を
少
し
検
討
し
ょ
う
。

　
諺
巳
け
は
、
領
主
直
営
地
は
地
条
と
し
て
農
民
保
有
地
の
間
に
混
在
し
て
い
る
こ
と
、
保
有
農
民
か
ら
地
代
を
収
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
等
の
理
由
に
よ
っ
て
、
領
主
の
支
配
権
が
共
同
体
規
制
に
従
属
す
る
と
主
張
し
た
。
し
か
し
実
際
に
そ
う
な
の
か
。
あ
る
い
は
彼
自
身
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

言
葉
を
借
り
れ
ば
、
領
主
権
は
制
限
王
政
な
の
か
。
確
か
に
生
産
力
水
準
に
制
約
さ
れ
、
剰
余
労
働
分
を
超
え
て
収
奪
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
い
う
意
味
で
は
、
領
主
権
は
無
限
で
は
な
い
。
し
か
し
共
通
利
害
を
守
る
た
め
の
生
産
者
共
同
体
の
規
制
に
よ
っ
て
、
領
主
の
収
奪
権
は
調

髪
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
》
巳
峠
の
挙
げ
る
例
の
う
ち
、
た
と
え
ば
年
間
の
農
作
業
の
手
順
を
決
定
す
る
実
質
的
な
力
は
、
領
主
で
は
な
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⑩

く
村
落
共
同
体
が
持
っ
て
い
る
と
い
う
例
に
つ
い
て
は
、
事
実
は
そ
う
か
も
知
れ
な
い
が
、
し
か
し
そ
の
こ
と
は
決
し
て
領
主
の
収
奪
権
を
侵

し
て
は
い
な
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
収
奪
す
る
に
は
ま
ず
生
産
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
。
ま
た
、
共
同
体
成
員
に
対
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

る
処
罰
は
村
共
同
体
員
の
申
し
合
わ
せ
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
、
領
主
は
権
威
あ
る
い
は
執
行
者
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
例
で
は
、
確
か
に

処
罰
の
主
導
権
は
領
主
に
無
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
結
局
は
処
罰
さ
れ
農
民
は
労
働
を
強
制
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
領
主
の
収
奪
権
は
侵
さ

れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
何
よ
り
も
、
共
同
体
規
制
が
領
主
権
を
制
約
し
て
い
る
と
し
て
》
巳
叶
が
挙
げ
る
例
の
大
部
分
は
、
領
主
権
が
確
立
し

た
と
言
わ
れ
る
一
三
世
紀
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
衰
退
期
と
言
わ
れ
る
一
四
世
紀
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
共
働
体
規
制
を
土
台
に
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

主
の
強
制
的
権
力
が
発
生
す
る
と
説
く
考
え
方
へ
の
反
証
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
と
も
か
く
諺
巳
什
や
○
同
謂
冒
の
挙
げ
る
例
証
に
依
っ
て
も
、
階
級
収
奪
者
と
し
て
の
領
主
の
強
制
権
力
が
、
共
同
体
規
舗
に
制
約
さ
れ
て

い
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
土
台
と
し
て
い
る
と
は
む
し
ろ
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
で
は
「
領
主
の
強
制
権
力
」
　
「
経
済
繋
駕
鰯
」
　
「
領
主
の
恣

意
」
と
「
共
同
体
規
制
」
と
の
関
係
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
跨
巳
け
は
領
主
権
を
数
あ
る
強
制
力
の
一
つ
と
み
な
し
た
。
上
述
の
よ
う
に
、
こ
の
方
法
は
階
級
支
配
の
側
面
を
絹
対
化
し
た
き
ら
い
は
あ

る
が
、
逆
に
言
え
ば
領
主
の
執
行
す
る
権
力
に
は
少
く
と
も
二
つ
以
上
の
機
能
が
あ
り
得
る
こ
と
を
裏
書
き
し
て
い
る
の
で
は
無
い
か
。
す
な

わ
ち
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
、
共
同
体
の
利
害
に
同
調
し
そ
れ
を
守
ろ
う
と
す
る
い
わ
ば
共
同
体
利
害
の
調
整
者
と
し
て
の
機
能
で
あ
り
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

は
≦
8
築
石
。
陳
以
来
主
張
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
農
民
階
級
を
搾
取
す
る
と
き
の
強
制
力
と
し
て
の
機
能
で
あ
り
、
こ
れ

は
前
述
の
経
済
外
強
制
の
執
行
者
と
し
て
の
権
能
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
上
に
引
用
し
た
箇
所
で
吉
岡
氏
が
、
　
「
領
主
裁
判
権
が
経
済
外
強
制
の
法
的
保
障
を
し
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
と
き
、
後
者
の
機
能
を
意

味
し
て
お
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
同
時
に
氏
が
「
経
済
外
強
制
は
村
落
共
同
体
を
基
底
と
す
る
」
と
言
わ
れ
る
と
き
の
意
味
が
、
「
共

同
体
規
制
を
基
底
と
す
る
」
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
上
で
検
討
し
た
｝
巳
け
や
9
≦
欝
の
実
証
の
揚
合
か
ら
考
え
て
、
そ
れ
は
当
た
ら
な
い

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
岡
田
与
好
氏
が
「
荘
園
裁
判
所
は
村
法
の
現
実
の
執
行
機
関
で
あ
り
、
封
建
地
代
実
現
の
た
め
の
領
主
的
強
制
1
1
経
済
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⑭

外
強
制
の
機
構
的
表
現
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
と
き
に
は
、
領
主
権
に
含
ま
れ
る
二
つ
の
異
っ
た
機
能
が
、
荘
園
裁
判
所
に
お
い
て
果
た
さ
れ
て

い
る
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
告
岡
、
岡
田
両
氏
が
と
も
に
、
領
主
権
の
法
的
・
機
構
的
表
現
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
た
、
荘
園

裁
判
所
に
お
け
る
領
主
裁
判
権
の
発
現
形
態
を
次
に
検
討
す
る
。

84’　（580）

　
2
　
領
主
法
廷
記
録

　
本
節
で
は
＝
一
七
五
一
七
六
か
年
諺
畠
白
血
Φ
ω
貯
舞
8
昌
の
8
霞
け
8
房
を
検
討
す
る
。
上
述
の
よ
う
に
領
主
跨
母
日
は
武
人
で
は

な
く
、
財
務
府
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
で
あ
り
、
。
δ
跨
と
し
て
の
職
能
に
よ
っ
て
こ
の
の
Φ
く
①
⇔
び
p
導
導
○
疑
の
マ
ナ
を
獲
得
し
た
人
で
あ
る
か
ら
、

現
地
に
は
居
住
し
て
い
な
い
。
普
通
は
ロ
ン
ド
ン
に
撃
て
9
書
士
と
し
て
の
仕
事
に
専
念
し
、
所
領
経
営
は
げ
鉱
ぽ
鵠
達
に
ま
か
せ
て
い
た
。

そ
の
び
節
博
識
も
当
荘
園
に
常
駐
す
る
の
で
は
な
く
、
各
地
に
散
在
す
る
》
Q
曽
旨
の
所
領
を
巡
回
し
て
い
る
の
で
、
当
荘
園
に
は
お
そ
ら
く
、

春
と
秋
の
会
計
監
査
の
際
と
、
領
主
法
廷
の
開
廷
日
に
し
か
立
ち
寄
ら
な
か
っ
た
。

　
で
は
史
料
そ
の
も
の
の
検
討
に
は
い
ろ
う
。
領
主
法
廷
記
録
に
つ
い
て
は
三
巴
鋤
窪
創
以
来
の
伝
統
的
な
、
イ
ギ
リ
ス
法
制
史
学
の
研
究
方

法
が
あ
る
。
そ
れ
は
判
例
を
免
責
、
刑
事
訴
訟
、
民
事
訴
訟
、
慣
翠
違
反
（
領
主
権
の
侵
害
）
、
訴
訟
手
続
の
違
反
等
、
訴
件
内
容
と
手
続
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

種
類
に
よ
っ
て
分
類
す
る
方
法
で
あ
り
、
い
わ
ば
事
件
の
描
写
の
形
式
、
外
観
に
よ
っ
て
実
態
に
迫
ろ
う
と
す
る
方
法
で
あ
る
。
我
国
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

て
も
従
来
は
こ
の
方
法
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
当
荘
園
の
法
廷
記
録
に
つ
い
て
も
同
様
の
分
類
を
試
み
た
が
、
当
爾
の
課
題
に
は
あ
ま
り
参
考

に
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
判
例
を
そ
の
よ
う
な
形
式
、
外
観
に
よ
っ
て
分
類
す
る
の
で
は
な
く
、
裁
判
権
を
行
使
す
る
権
力
の
性
格
を
分
析

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
取
り
扱
う
こ
と
に
す
る
。

　
一
般
に
一
三
世
紀
の
領
主
法
廷
記
録
を
、
今
日
の
裁
判
記
録
と
似
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
革
綴
史
研
究
者
で
あ
っ
た

鼠
践
臨
9
巳
に
と
っ
て
は
、
一
三
世
紀
の
領
主
法
廷
で
扱
わ
れ
た
事
項
も
、
一
九
世
紀
の
法
律
用
語
、
概
念
で
分
類
し
得
た
で
あ
ろ
う
が
、
実

際
に
そ
れ
ら
の
「
判
例
」
を
読
ん
で
ゆ
け
ば
、
そ
こ
に
霧
ω
○
ヨ
不
出
廷
の
弁
明
あ
り
、
十
人
組
長
の
定
期
的
な
報
告
だ
け
の
出
廷
記
事
あ
り
、



鉱
伽
献
金
の
支
払
記
録
あ
り
で
、
今
日
的
な
意
味
で
は
と
て
も
裁
糊
と
は
雷
え
な
い
「
判
例
」
が
並
ん
で
い
る
。
し
か
も
頻
発
す
る
罪
と
そ
れ

に
対
す
る
処
罰
に
関
し
て
は
常
套
句
が
使
わ
れ
る
の
み
で
、
実
際
に
如
何
な
る
事
件
が
起
こ
り
、
ど
の
よ
う
な
結
着
が
つ
け
ら
れ
た
か
不
関
の

も
の
が
多
数
登
場
す
る
。
し
か
し
そ
れ
は
領
主
権
力
の
様
々
な
行
使
の
さ
れ
方
が
反
映
し
た
も
の
と
し
て
分
析
す
れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
有
効
性

は
存
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
牧
草
地
侵
筈
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第六表　1275－76年Sevenhampton荘園のCourt　Rolls

開廷期 1聾翻判徽灘馨驚 濁ζ≧則∫反入

正

韮

皿

ILr

v

x

1275　・　11　・　2

　　　　11・23

　　　　12　・　21

1276　・　1　・　25

　　　　3・28

　　　　4・30

　　　　6｝　6

　　　　8・　1

　　　　9・　8

　　　　9・24

26

12

12

5

13

10

13

19

15

10

65．3

25

25

0

23

30

38．4

57．8

40

40

11　s．

2

11

20

6

9

7

64

6d．

6

5

18

26

6

計135 言十　惹6　15s．　　7d．

Pugh，　ed．，　Cou’zt　Rolls，1970，　PP．25－S3より作成。

　
判
例
①
饗
六
ペ
ン
ス
。
／
＜
津
巴
ヨ
瓢
ω
鳥
。
切
。
跳
。
⇔
は
切
¢
｝
｝
貯
σ
q
ロ
ρ
已
で
捕
え
ら
れ
た
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
　
の
た
め
に
罰
金
刑
。
保
証
人
は
超
巴
8
崔
。
・
9
器
。
円
。

　
判
例
②
　
免
除
。
》
鳥
ρ
ヨ
δ
く
。
旨
σ
q
¢
は
切
億
葺
昌
σ
q
冨
ヨ
で
捕
え
ら
れ
た
子
牛
一
頭
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
　
た
め
に
罰
金
刑
。
保
証
人
は
／
＜
芭
9
日
器
ω
一
障
巴
冒
σ
Q
。
執
行
猶
予
。

　
第
六
表
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
全
判
例
一
三
五
の
う
ち
こ
の
種
の
判
例
が

最
も
多
い
。
土
地
評
価
簿
に
依
れ
ば
ヒ
づ
巳
寓
昌
σ
q
び
ρ
導
は
領
主
直
営
の
牧
草
地
で
農
民

は
牧
草
地
象
を
払
っ
て
利
用
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
彼
等
の
家
畜
が
無
断
で
立
入
っ

た
た
め
、
そ
れ
を
捕
え
て
、
農
畏
を
家
畜
の
監
視
不
十
分
と
い
う
罪
で
罰
し
た
の
が

①
②
の
判
例
で
あ
る
。
牧
草
地
侵
害
が
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
頻
繁
に
餐
め
ら
れ
る
の
か
に

つ
い
て
は
、
中
世
の
農
耕
方
法
を
考
慮
す
れ
ば
容
易
に
理
解
さ
れ
よ
う
。
既
に
引
用

し
た
》
巳
げ
や
○
因
≦
営
が
綿
密
に
実
証
し
て
い
る
よ
う
に
、
農
耕
技
術
上
の
制
約

か
ら
耕
地
強
制
が
行
わ
れ
、
農
民
は
黎
耕
の
際
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
け

で
な
く
、
耕
転
用
の
家
畜
の
維
持
の
た
め
に
も
牧
草
地
の
確
保
に
際
し
て
も
協
力
し

合
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
従
っ
て
領
主
の
法
廷
で
領
主
の
代
官
が
、
領
主
の
牧
草

S5　（581）



地
に
侵
入
し
た
農
民
の
保
有
す
る
家
畜
を
捕
え
て
、
そ
の
農
博
を
罰
す
る
と
い
う
場
合
で
あ
っ
て
も
、
単
に
慣
習
違
反
あ
る
い
は
領
主
権
の
侵

害
と
し
て
し
ま
う
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
む
し
ろ
生
産
老
の
共
同
体
で
あ
る
村
落
共
同
体
の
共
通
利
益
を
侵
す
、
個
々
の
共
同
体
成
員
の

無
軌
道
を
、
共
同
体
金
器
の
利
益
を
擁
護
す
る
た
め
に
規
制
す
る
、
い
わ
ゆ
る
共
同
体
規
制
の
側
面
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
収

奪
の
前
提
と
し
て
の
生
産
を
効
果
的
に
行
わ
せ
る
と
い
う
点
か
ら
考
え
て
も
、
牧
草
地
侵
害
へ
の
処
罰
は
領
主
権
の
侵
害
と
み
な
す
よ
り
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

本
来
は
共
同
体
規
制
が
果
す
べ
き
役
割
を
領
主
権
力
が
か
わ
り
に
果
し
て
い
る
例
と
み
な
す
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
も
そ
の
処
罰
は
、
ほ
と
ん
ど
が
一
律
六
ペ
ン
ス
の
罰
金
刑
で
あ
り
、
物
納
晶
の
雄
鶏
評
価
額
が
…
羽
一
ペ
ニ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
考

え
て
も
、
法
外
な
額
と
は
書
え
な
い
。
そ
の
上
、
そ
の
罰
金
は
②
の
例
に
も
あ
る
よ
う
に
、
年
少
、
貧
乏
と
か
の
理
由
で
免
除
さ
れ
た
り
猶
予

さ
れ
た
り
す
る
。
こ
れ
は
こ
の
処
置
が
い
わ
ゆ
る
裁
判
収
入
を
目
あ
て
に
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
共
通
利
益
を
守
る
た
め
の
威
嚇
を
主
訴
と

し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
　
ニ
　
ア
サ
イ
ズ
違
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
判
例
③
　
六
ペ
ン
ス
。
づ
「
巴
言
霊
ω
9
ω
ω
自
は
ア
サ
イ
ズ
に
違
反
し
て
醸
造
し
た
の
で
差
押
え
ら
れ
る
。
》
ゑ
ω
ω
Φ
一
①
O
。
℃
霞
、
も
同
様
。
不
当
醸
造
。

　
当
時
の
他
の
荘
園
の
場
合
と
同
じ
く
、
当
荘
園
で
も
パ
ソ
や
ビ
ー
ル
の
製
造
に
関
す
る
規
定
p
ω
巴
N
Φ
に
対
し
て
の
違
反
例
は
ご
く
普
通
に

み
ら
れ
る
・
そ
れ
だ
け
農
民
の
日
常
生
活
に
響
係
わ
ぞ
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
や
パ
ソ
焼
驚
の
独
占
は
領
主
の
収
入
の
轟
財
源
と
み

　
　
㊨

な
さ
れ
、
パ
ソ
、
ビ
ー
ル
に
関
す
る
ア
サ
イ
ズ
は
、
領
主
に
よ
る
強
制
の
典
型
の
よ
う
に
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
。
果
し
て
そ
の
面
だ
け
で
評

価
し
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
会
計
簿
に
は
パ
ソ
焼
竈
の
収
入
と
し
て
は
特
記
さ
れ
て
い
な
い
し
、
法
廷
記
録
で
は
譲
造
違
反
に
比
較
し
て
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ン
の
ア
サ
イ
ズ
違
反
は
少
い
。
財
源
と
し
て
は
有
望
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
処
罰
例
を
検
討
す
る
と
、
パ
ソ
は
量
目
不
足
、
ビ
ー
ル
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

粗
悪
品
が
望
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
粗
悪
品
を
市
で
販
売
し
よ
う
と
し
て
差
押
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
考
え
て
、
ア
サ
イ
ズ
が

パ
ン
、
ビ
ー
ル
の
品
質
の
維
持
を
狙
っ
た
規
定
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
更
に
隠
れ
て
製
造
、
販
売
し
た
者
を
罰
し
た
例
は
、
ほ
と
ん
ど
の
農

民
が
製
造
者
た
り
得
る
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
共
圃
体
成
員
の
機
会
均
等
を
形
式
だ
け
に
も
せ
よ
維
持
し
よ
う
と
し
た
例
と
喫
し
得
る
だ
ろ
う
。
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従
っ
て
ア
サ
イ
ズ
の
規
制
は
、
領
主
に
よ
る
農
民
収
奪
の
た
め
の
強
制
と
い
う
よ
り
も
、
共
同
体
成
員
の
パ
ン
・
ビ
…
ル
製
造
に
お
け
る
規
律

の
維
持
を
主
眼
に
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
処
罰
も
六
ペ
ン
ス
以
下
の
罰
金
に
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
お
り
、
免
除
や
猶
予
も

あ
る
「
甘
い
」
処
置
で
あ
る
。

　
　
三
　
農
民
間
の
紛
争
の
仲
裁

　
　
判
例
④
　
日
ロ
。
主
戦
琴
≦
ρ
妻
巴
直
話
ω
O
δ
日
。
こ
・
急
ぎ
角
に
よ
っ
て
、
菊
○
ぴ
。
ぽ
話
と
轟
冨
が
、
自
分
こ
そ
所
有
者
だ
と
主
張
す
る
｝
・
象
。
嵩
8

　
　
　
と
そ
の
妻
に
＝
頭
の
雌
牛
を
ひ
き
わ
た
す
約
束
を
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
審
問
が
な
さ
れ
た
。
審
問
者
た
ち
は
菊
。
げ
。
罫
霧
は
9
α
o
o
崔
8
等
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
約
束
し
た
と
報
告
し
た
。
そ
れ
故
そ
の
牛
が
ひ
き
わ
た
さ
れ
る
よ
う
に
蜀
○
げ
①
鈍
器
は
差
押
え
ら
れ
る
。

　
　
判
例
⑤
冒
乙
ρ
宕
ω
創
①
言
出
騨
ヨ
旨
。
は
り
ρ
ヨ
霧
の
日
と
よ
ば
れ
る
八
月
一
日
目
ペ
テ
ロ
の
臼
を
、
蜀
○
げ
銭
ε
。
。
〉
≦
芝
団
コ
器
に
七
ペ
ン
ス
を
支
払

　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
　
　
う
日
と
設
定
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
農
民
間
で
の
貸
借
関
係
に
つ
い
て
の
紛
争
を
調
停
し
た
判
例
で
あ
る
。
領
主
支
配
下
の
農
民
ど
う
し
の
民
事
関
係
の
紛

争
は
、
土
地
保
麿
権
以
外
は
領
主
に
と
っ
て
は
収
奪
に
は
関
係
し
な
い
事
柄
で
あ
る
が
、
領
主
法
廷
の
権
威
に
よ
っ
て
仲
裁
さ
れ
る
。
④
の
例

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
実
質
的
に
は
農
民
ど
う
し
の
間
で
の
事
実
審
問
に
よ
っ
て
評
決
の
準
備
が
行
わ
れ
、
領
主
の
裁
判
権
は
そ
の
結
果
に
権
威

を
与
え
る
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
処
罰
は
④
の
例
で
は
差
押
え
の
み
で
罰
金
は
な
く
、
⑤
の
例
で
は
支
払
日
を
設
定
さ
せ
る
だ
け
で
処
罰

は
無
い
。
実
行
さ
せ
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
て
、
罰
す
る
こ
と
、
罰
金
を
収
取
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
こ
れ
ま
で
に
検
討
し
た
判
例
に
み
ら
れ
る
領
主
裁
判
権
行
使
の
性
格
は
、
領
主
が
農
民
を
収
奪
す
る
た
め
の
強
制
と
い
う
よ
り
も
、
生
産
老

間
の
共
通
利
益
を
守
り
生
産
を
円
滑
に
行
わ
せ
る
た
め
に
領
主
の
権
威
を
用
い
る
と
い
う
側
面
の
方
が
強
い
。
次
に
こ
れ
ら
と
は
性
格
を
異
に

す
る
判
例
を
検
討
し
よ
う
。

　
　
四
　
献
金
徴
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
判
例
⑥
　
一
ニ
ペ
ソ
ス
。
十
人
組
長
で
あ
る
冒
び
ρ
量
。
ω
臼
ω
碧
。
3
臼
窪
即
が
慣
習
通
り
開
廷
日
に
撮
廷
し
、
一
シ
リ
ン
グ
を
提
出
し
た
。
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⑳

　
　
判
例
⑦
　
ニ
シ
リ
ン
グ
。
　
ω
。
〈
曾
回
目
℃
8
障
の
十
人
組
長
が
出
廷
し
（
判
例
⑥
と
）
同
様
に
支
払
っ
た
。
　
（
後
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
　
判
例
⑧
　
六
〇
シ
リ
ン
グ
。
全
村
か
ら
上
述
の
献
金
と
し
て
。

　
こ
の
荘
園
に
お
け
る
十
人
組
の
実
態
が
、
領
主
支
配
機
構
の
一
環
で
あ
っ
た
の
か
、
小
農
共
同
組
織
で
あ
っ
た
の
か
は
限
ら
れ
た
史
料
だ
け

で
は
判
明
し
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
十
人
組
を
構
成
す
る
農
民
、
村
民
は
慣
習
的
に
献
金
を
領
主
に
納
め
て
い
た
。
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、

こ
れ
ら
の
判
例
に
は
生
産
者
の
間
の
共
通
利
益
を
守
る
と
い
う
要
素
が
全
く
無
い
こ
と
で
あ
る
。

　
　
五
　
荘
役
へ
の
授
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
判
例
⑨
　
同
様
に
前
述
の
如
く
芝
巳
①
巨
器
U
曽
≦
Φ
の
土
地
の
上
に
見
出
さ
れ
る
物
は
す
べ
て
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
よ
う
規
定
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
判
例
⑩
｝
。
ぎ
巨
。
。
。
α
①
。
毎
8
に
債
務
の
あ
る
者
は
、
し
か
る
べ
く
そ
れ
を
支
払
う
よ
う
に
、
一
層
効
果
的
に
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
二
つ
の
判
例
は
一
見
何
の
変
哲
も
な
い
借
金
の
取
立
判
決
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
⑩
の
｝
。
げ
孚
・
暮
①
ω
α
Φ
。
把
8
は
前
年
度
の

器
Φ
く
①
荘
役
で
あ
り
、
同
様
の
「
凋
例
」
が
第
三
開
廷
日
か
ら
第
七
闇
廷
日
ま
で
引
き
続
き
登
場
す
る
。
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
領
主
は
現
地

に
居
住
せ
ず
荘
役
に
所
領
経
営
を
委
ね
、
彼
等
が
農
民
か
ら
地
代
を
微
収
し
て
領
主
に
上
納
さ
せ
る
と
い
う
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
彼
等
が
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

代
を
完
全
に
は
微
収
で
き
ず
、
上
納
金
に
未
進
分
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
彼
等
荘
役
が
そ
の
分
だ
け
債
務
を
負
わ
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
事
情
を

考
慮
す
れ
ば
、
⑩
の
判
例
は
農
民
か
ら
地
代
未
進
分
を
徴
収
す
る
た
め
の
権
限
を
領
主
が
立
役
に
与
え
た
こ
と
を
示
す
例
で
あ
る
と
解
し
得
る
。

⑨
の
判
例
の
毛
籠
Φ
量
器
U
9
零
Φ
は
そ
う
し
た
未
進
分
の
あ
る
テ
ナ
ン
ト
で
あ
り
、
徴
収
を
強
制
す
る
最
後
の
手
段
は
、
保
有
地
上
の
あ
ら

ゆ
る
物
を
差
し
押
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
同
様
の
判
例
も
、
第
一
開
廷
日
か
ら
第
九
開
廷
日
ま
で
連
続
し
て
現
れ
る
。

　
こ
の
種
の
判
例
の
意
義
を
考
え
て
み
よ
う
。
既
に
引
用
し
た
牧
草
地
侵
害
の
判
例
で
は
、
共
同
体
成
員
全
体
の
農
耕
、
牧
畜
に
不
可
欠
の
牧

草
を
、
成
員
全
体
の
利
益
の
た
め
に
成
員
の
一
部
を
罰
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
ア
サ
イ
ズ
違
反
の
凋
例
で
は
、
パ
ン
や
ビ
ー
ル
の
生
産

方
法
や
品
質
維
持
と
い
う
こ
れ
ま
た
最
終
的
に
は
共
同
体
員
の
利
益
を
守
る
醤
的
の
た
め
に
、
違
反
し
た
成
員
を
罰
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
判
例
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
領
主
法
廷
で
下
さ
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
生
産
そ
れ
自
体
に
関
す
る
規
制
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
生
産
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の
成
果
を
領
主
が
収
奪
す
る
た
め
の
強
制
は
、
第
一
義
的
な
目
的
に
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
処
罰
の
目
的
、
判
決
の
方

向
は
共
同
体
内
的
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
「
荘
役
へ
の
授
権
」
の
判
例
は
、
生
産
そ
の
も
の
に
は
触
れ
ず
、
生
産
の
結
果
農
民
の
手
に
入
る
べ
き

も
の
の
う
ち
、
い
く
ら
か
を
荘
役
を
経
て
領
主
に
納
め
さ
せ
る
こ
と
を
掻
的
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
一
且
農
罠
の
手
に
入
っ
た
生
産
の
成
果
を

領
主
が
収
奪
す
る
と
き
の
契
機
、
い
わ
ば
経
済
外
強
制
を
具
体
化
し
た
よ
う
な
判
例
で
あ
る
。

　
従
来
こ
の
種
の
判
例
は
、
領
主
が
暴
力
で
も
っ
て
無
理
矢
理
個
々
の
農
民
か
ら
収
奪
す
る
の
で
は
な
く
、
共
同
体
員
で
も
あ
る
男
役
や
共
同

体
組
織
を
利
用
し
て
収
奪
し
た
と
い
う
面
を
過
大
に
評
価
さ
れ
て
、
収
奪
の
契
機
た
る
経
済
外
強
制
は
共
同
体
規
制
を
土
台
と
す
る
と
い
う
説

の
有
力
な
例
証
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
判
例
の
場
合
荘
役
を
ふ
く
め
た
共
同
体
の
組
織
は
、
共
通
利
益
を
守
る
た
め
の
共

同
体
規
制
と
し
て
機
能
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
鵜
川
氏
に
よ
れ
ば
「
諸
個
人
は
な
お
独
立
し
て
自
由
な
私
的
生
産
を
営
む
に
は
あ
ま
り
に
幼
弱
で

あ
る
か
ら
共
同
組
織
は
ど
う
し
て
も
維
持
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
成
員
諸
個
人
の
私
的
活
動
の
恣
意
性
が
共
同
体
全
体
に
よ
っ
て
抑
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
こ
そ
が
『
共
同
筆
規
綱
』
で
あ
」
る
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
共
同
体
成
員
の
共
通
利
益
の
た
め
、
特
に
生
産
に

お
け
る
共
通
利
益
の
保
証
の
た
め
に
機
能
す
る
の
が
共
同
態
規
制
だ
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
⑩
の
判
例
に
お
い
て
は
荘
役
は

共
通
利
益
を
守
る
た
め
に
で
は
な
く
、
農
民
か
ら
生
産
の
成
果
を
奪
う
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
ま
た
そ
の
た
め
に
授
権
さ
れ
て
い
る
。
逆
に

言
え
ば
共
同
体
員
と
し
て
の
荘
役
に
は
本
来
そ
う
し
た
権
限
が
備
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
領
主
の
授
権
行
為
に
よ
り
そ
の
権
限
を
身
に
つ
け

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
荘
役
や
共
同
体
の
組
織
は
領
主
の
収
奪
行
為
に
利
用
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
本
来
的
に
収
奪
の
た
め
の
組
織
で
あ

る
と
は
言
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
共
同
体
規
制
と
経
済
外
冠
舗
と
は
次
元
の
異
な
る
概
念
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
に
検
討
し
た
数
種
の
判
例
の
う
ち
、
一
、
二
、
三
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
領
主
法
廷
権
力
の
共
同
体
規
翻
と
し
て
の
機
能
を
示
し
、

一
方
四
、
五
は
収
奪
の
契
機
と
し
て
の
経
済
外
面
綱
の
機
能
を
示
し
て
い
る
。
次
に
そ
の
両
方
の
性
格
を
も
つ
判
例
を
検
討
し
よ
う
。

六
　
農
民
の
土
地
保
有
権
の
確
認

判
例
⑪
　
六
シ
リ
ン
グ
八
ペ
ン
ス
。

目
6
⇒
属
¢
ざ
添
。
＜
o
か
ら
土
地
の
陣
ぎ
。
登
認
一
時
金
と
し
て
。
保
証
人
は
～
≦
臨
。
ぎ
毎
ω
O
o
ぴ
窪
0
8
詳
釦
と
89　（585）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
　
門
7
0
已
ρ
匂
ウ
o
Q
O
〈
簿
㌔

　
　
判
例
⑫
　
一
五
ペ
ン
ス
。
元
荘
役
冒
プ
p
づ
詳
窃
の
未
亡
人
寓
ρ
窪
塗
か
ら
冨
嵩
簿
死
亡
税
と
し
て
。
　
（
後
略
）

　
登
記
一
時
金
や
死
亡
税
を
支
払
う
こ
と
に
よ
り
、
農
民
は
領
主
か
ら
そ
の
土
地
の
前
保
有
老
と
ほ
ぼ
同
じ
条
件
で
保
有
権
を
認
め
ら
れ
る
。

そ
の
確
認
は
二
つ
の
側
面
を
も
つ
。
一
つ
は
農
民
が
各
地
に
散
在
す
る
地
法
を
あ
て
が
わ
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
生
産
の
た
め
の
組
織
に
加
入

す
る
と
い
う
側
面
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
農
民
は
生
産
の
た
め
の
共
同
体
の
規
翻
に
従
属
さ
せ
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
は
農
民
は
土
地
評
価
簿
に

み
ら
れ
る
よ
う
な
諸
義
務
を
背
負
わ
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
収
奪
の
た
め
の
体
制
に
組
み
込
ま
れ
る
と
い
う
側
面
で
あ
る
。
領
主
・
農
民
関

係
の
成
立
を
示
す
保
有
権
の
確
認
行
為
が
こ
の
よ
う
な
二
面
性
を
有
す
る
こ
と
は
、
収
奪
は
生
産
を
踏
ま
え
た
上
で
行
わ
れ
る
こ
と
、
従
っ
て

収
奪
を
行
う
領
主
権
は
生
産
の
際
に
必
要
な
共
同
体
規
制
の
役
割
を
果
た
し
、
階
級
的
収
奪
の
た
め
に
経
済
外
強
制
の
役
割
を
果
た
さ
ね
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
逆
に
生
産
そ
の
も
の
に
は
共
同
体
規
鰯
は
働
い
て
も
経
済
外
強
制
の
契
機
は
必
ず
し
も
要
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
種
の
判
例
は
こ
の
年
度
内
に
は
四
例
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
収
入
は
大
き
く
年
度
末
の
裁
判
収
入
総
計
欄
で
も
、
フ
ラ

ン
ク
プ
レ
ッ
ジ
査
察
時
の
納
入
金
や
献
金
と
と
も
に
別
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
七
　
刑
事
裁
判
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊨

　
　
判
例
⑬
　
日
。
叢
雲
。
ω
ω
。
く
Φ
お
は
法
廷
の
前
で
男
。
げ
舞
窪
ω
国
督
。
け
に
悪
口
を
雷
つ
た
の
で
罰
金
＝
一
ペ
ン
ス
。
保
証
人
は
図
。
げ
霞
欝
ω
ω
。
く
。
お
。

　
　
判
例
⑭
　
十
人
組
長
曲
げ
帥
目
①
。
。
号
。
つ
き
。
富
瞬
窪
p
と
嶋
ロ
σ
q
①
諺
白
繋
目
Φ
類
鋒
Φ
岩
琴
b
d
冠
。
O
・
三
毒
叱
は
慣
習
通
り
開
廷
日
に
出
廷
し
、
国
胃
㌣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
　
a
ロ
ω
δ
囚
巳
。
の
未
亡
人
の
家
が
破
ら
れ
品
物
が
運
び
玄
ら
れ
た
が
、
誰
に
依
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
と
報
告
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
　
判
例
⑮
　
未
亡
人
U
巴
冨
と
呂
㌶
二
α
帥
δ
け
識
図
と
欝
欝
。
ド
島
芝
9
貯
8
け
は
他
所
者
の
逃
亡
援
助
の
轡
で
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
収
奪
権
を
中
心
に
領
主
法
廷
の
諸
権
能
を
検
討
し
た
が
、
そ
れ
以
外
に
も
収
奪
を
保
証
す
る
た
め
の
刑
事
裁
判
権
の
掌
握
が
不
可

欠
で
あ
る
。
⑱
の
判
例
の
意
味
を
考
え
よ
う
。
当
荘
園
で
は
農
民
同
士
の
暴
行
事
件
を
具
体
的
に
示
す
裁
判
例
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
一
二

七
五
…
七
六
年
度
分
の
う
ち
で
は
判
例
⑱
の
悪
口
に
関
す
る
例
が
唯
一
と
言
っ
て
も
よ
い
。
こ
れ
は
法
廷
侮
辱
へ
の
処
罰
と
も
解
せ
る
が
、
他
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人
を
侮
辱
す
る
と
処
罰
に
値
す
る
と
い
う
理
由
を
領
主
法
廷
に
与
え
る
も
の
は
、
侮
辱
が
一
種
の
暴
行
と
岡
格
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
、
公
共
の

安
寧
に
逆
ら
う
も
の
だ
と
解
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
次
に
⑭
の
例
か
ら
推
測
し
て
、
当
荘
園
で
は
農
民
間
の
刑
事
事
件
は
十
人
組
長
に
よ
っ

て
領
主
法
廷
に
報
告
さ
れ
る
と
い
う
仕
組
に
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
の
場
合
も
公
共
の
安
寧
を
理
由
に
し
て
領
主
法
廷
は
、
十
人
組
を
支
配

の
た
め
の
組
織
と
し
て
利
用
し
た
と
解
し
得
る
。
⑮
の
判
例
は
、
前
回
の
開
廷
期
に
被
告
三
人
が
他
所
者
を
無
断
で
荘
園
内
に
受
け
入
れ
た
と

い
う
十
人
組
長
の
報
告
を
受
け
て
の
、
い
わ
ば
判
決
で
あ
る
。
他
所
者
の
受
容
自
体
は
農
民
個
人
に
と
っ
て
は
格
別
の
不
安
要
因
と
は
限
ら
な

い
か
ら
、
流
入
者
自
身
を
で
は
な
く
受
け
入
れ
た
自
己
支
配
下
の
老
を
領
主
が
占
め
る
と
い
う
の
は
、
領
主
の
支
配
権
は
他
所
者
に
は
及
ば
な

い
こ
と
、
逆
に
言
え
ば
当
荘
園
の
被
支
配
者
を
他
所
へ
逃
亡
さ
せ
な
い
と
い
う
狙
い
を
持
つ
土
地
緊
縛
あ
る
い
は
人
返
し
命
令
で
あ
る
と
言
え

る
。
つ
ま
り
こ
の
判
例
は
公
共
性
は
薄
く
、
階
級
支
配
の
性
格
が
濃
い
。
こ
れ
等
三
つ
の
例
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
収
奪
権
以
外
の
領
主
の
権

能
に
も
公
共
性
と
階
級
性
が
あ
り
、
領
主
は
収
奪
の
た
め
に
は
公
共
機
能
を
も
果
す
方
が
有
利
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
b
α
餌
旨
の
荘
園
の
法
廷
記
録
に
お
け
る
七
種
類
の
判
例
を
検
討
し
た
結
果
、
次
の
こ
と
を
確
認
し
得
る
。
共
岡
体
規
翻
と
経
済
外
強
制
が

農
民
を
生
産
活
動
へ
と
駆
り
立
て
る
と
い
う
点
で
共
通
す
る
機
能
を
持
つ
と
い
う
こ
と
自
体
は
、
国
老
が
次
元
の
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
と
矛
盾
は
し
な
い
。
共
同
体
員
の
生
存
も
領
主
に
よ
る
収
奪
も
生
産
を
通
し
て
し
か
あ
り
得
な
い
し
、
そ
の
生
産
の
た
め
に
共
同
体
が
規

捌
力
を
使
っ
た
り
、
階
級
支
配
権
力
が
強
綱
力
を
用
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
生
産
老
共
同
体
の
成
員
の
閥
に
は
共
存
の
契
機
は
あ
っ

て
も
、
収
奪
の
契
機
は
理
論
上
は
あ
り
得
な
い
。
領
主
法
廷
記
録
の
諸
判
例
は
こ
の
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

③
　
大
塚
久
雄
「
『
共
同
体
』
を
ど
う
問
題
と
す
る
か
」
『
著
作
集
』
第
七
巻
（
一
九

　
六
九
年
　
岩
波
轡
店
）
二
〇
九
頁
。

②
　
吉
岡
民
の
次
の
様
な
叙
述
を
参
照
。
　
「
封
建
社
会
に
お
い
て
は
領
主
口
畏
民
間

　
の
経
済
外
的
強
制
は
そ
れ
自
身
で
自
己
完
結
的
な
も
の
で
は
な
く
、
土
地
所
有
の

　
階
層
的
編
成
、
と
く
に
軍
－
事
始
階
層
序
列
に
よ
っ
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

　
る
。
」
『
岩
波
経
済
学
辞
典
騒
初
版
　
二
四
八
頁
。
同
「
封
建
的
土
地
所
有
・
封
建

　
地
代
・
経
済
外
強
糊
」
　
『
西
洋
経
済
史
講
座
』
第
一
巻
　
三
五
一
頁
。
吉
岡
説
で

　
は
共
同
体
規
制
よ
り
も
軍
事
的
階
溺
制
の
方
が
重
視
｝
さ
れ
て
い
る
。

③
松
田
智
雄
「
古
典
的
グ
ル
ソ
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
i
三
圃
苗
齢
体
系
と
そ
の
再

　
生
産
構
造
」
　
『
立
教
経
済
学
研
究
』
六
一
ご
　
一
九
五
三
年
。

④
鵜
川
馨
「
共
同
体
と
封
建
的
土
地
所
有
」
『
西
洋
経
済
史
講
座
』
第
一
巻
一

　
七
四
頁
。
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⑤
》
巳
峠
ン
＜
■
ρ
”
、
あ
。
霞
①
国
㊤
二
《
≦
嵩
お
Φ
σ
で
一
㊤
≦
ω
巴
、
、
身
軽
軌
罫
韓
無
ミ
驚
ミ

　
ぎ
鼠
§
（
以
下
閃
．
蛍
網
と
略
記
）
×
い
く
、
お
ω
ρ
や
b
。
b
。
8

⑥
｝
巳
ダ
O
鷺
嫡
慧
q
ミ
寒
§
明
い
恥
ぎ
類
爲
旨
き
ミ
騨
嗅
§
恥
匂
ド
リ
鵡
》
ピ
。
巳
o
F

　
℃
や
臼
も
Q
。
，

⑦
O
円
秦
貯
曽
ρ
ω
．
”
β
侮
ρ
ω
‘
§
馬
O
特
§
慧
ミ
野
冒
お
ω
σ
。
層
○
絵
o
a
．

⑧
O
ジ
三
鋒
箆
越
望
ミ
黛
ミ
奪
嗅
一
審
隷
§
ミ
郵
H
㊤
お
噂
閃
血
鯛
冨
嶺
F
三
沢

　
獄
露
訳
『
イ
ギ
リ
ス
畏
業
発
達
史
』
　
（
叛
版
）
御
茶
の
水
書
房
　
　
九
七
八
年
。

　
二
五
一
二
七
頁
。

⑨
　
諺
三
詑
斜
鼻
涛
‘
メ
い
く
噂
や
や
b
∂
b
⊃
O
占
い
り
9
噂
℃
重
器
欝
や
豊
民
画
。
畿
。
嵩
忌
い

　
奪
粛
、
§
蕊
匂
日
㊤
鱒
ω
”
累
。
ぞ
］
肖
帥
く
。
芦
O
o
群
肇
層
噂
．
G
。
膳
餅
「
マ
ナ
共
同
体
は
共
同
権
…

　
を
持
ち
、
マ
ナ
の
慣
習
は
マ
ナ
の
法
と
な
り
、
領
主
と
テ
ナ
ン
ト
を
同
様
に
束
縛

　
し
た
。
」

⑩
諺
三
ダ
O
鷺
分
際
ミ
寒
§
§
w
的
や
窃
一
二
九
〇
年
蜜
。
置
豊
（
源
ω
霧
）
荘

　
園
の
o
o
口
詳
3
H
♂
に
依
れ
ば
「
》
鳥
ρ
ヨ
の
耕
地
は
慣
例
に
よ
り
三
年
ご
と
に

　
休
耕
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
領
主
の
許
可
と
他
の
村
民
の
休
耕
地
鼻
紙
が
行
わ
れ
る

　
ま
で
は
決
し
て
耕
し
て
は
な
ら
な
い
。
」

⑪
　
き
ミ
‘
や
綜
一
二
九
〇
年
響
O
β
讐
8
昌
（
缶
弓
訂
ウ
荘
園
の
8
弩
け
容
｝
謝

　
に
依
れ
ば
「
上
記
の
土
地
は
過
去
二
〇
年
以
上
休
ま
せ
て
あ
る
の
に
播
種
さ
れ
た

　
の
で
、
頒
主
に
対
し
（
当
該
農
民
を
）
処
罰
す
る
よ
う
に
申
し
入
れ
た
。
」
ま
た

　
揖
。
導
ρ
場
．
9
ρ
鎖
磯
嵩
S
ミ
馬
差
偽
馬
湊
§
暮
恥
ミ
笥
、
尉
ミ
ミ
融
薫
§
8
　
℃
■
ω
b
o
O

　
を
も
参
照
。

⑫
　
》
旦
戸
愚
■
ミ
．
に
掲
げ
ら
れ
た
一
九
五
の
村
法
の
例
の
う
ち
、
　
＝
二
世
詑
の

　
も
の
は
＝
一
七
〇
年
の
例
を
最
初
と
し
て
二
〇
例
、
一
四
世
紀
は
八
五
例
、
一
五

　
世
紀
は
六
六
例
、
一
六
世
紀
は
二
四
例
で
あ
り
、
＝
二
権
紀
の
も
の
が
最
も
少
い
。

　
大
塚
久
雄
「
『
共
同
体
』
を
ど
う
間
題
と
す
る
か
」
『
著
作
集
』
第
七
巻
ご
三
〇
頁

　
を
も
参
照
。

⑱
≦
｝
δ
σ
q
彰
伽
。
齢
℃
こ
ミ
ミ
軸
ミ
“
餐
ミ
肉
ミ
＆
嵩
9
影
O
N
O
惹
O
乙
℃
℃
や
し
φ
戴
も
．

⑭
　
岡
照
与
好
『
イ
ギ
リ
ス
初
期
労
働
立
法
の
歴
史
的
展
開
陣
増
補
版
　
御
茶
の
水

　
設
房
　
一
九
七
〇
年
　
二
九
－
三
〇
頁
。

⑲
℃
o
ぎ
。
押
男
器
量
竃
鼠
菖
撃
ρ
恥
毛
；
8
書
鑓
§
蔓
。
、
国
喚
画
罫
卜
§

　
9
む
鳶
馬
富
§
ミ
偽
ミ
ミ
建
翁
惹
ト
昌
。
薫
a
4
お
①
G
◎
層
O
鶴
ヨ
酵
達
σ
貸
Φ
嚇
く
。
一
辱
H
噛

　
や
や
㎝
g
◎
ゲ
㊤
悼

⑯
　
松
垣
裕
「
司
法
組
織
と
領
主
糊
」
『
史
学
雑
誌
』
七
三
一
一
〇
（
一
九
六
四
年
）
、

　
平
松
紘
「
一
三
世
紀
末
葉
期
マ
ナ
ー
社
会
の
法
的
構
造
9
」
　
『
青
山
法
学
論
集
』

　
一
三
－
四
（
一
九
七
三
年
）
、
森
本
凝
「
ダ
ラ
ム
司
教
座
聖
堂
付
属
修
道
院
領
に

　
お
け
る
領
主
支
配
体
制
」
『
名
古
屋
学
院
大
学
論
集
』
第
五
・
七
・
八
暑
（
一
九

　
六
野
年
）

⑰
）
O
O
口
＃
円
巳
『
の
分
析
も
碧
O
O
鐸
宗
円
O
｝
『
の
場
食
と
同
じ
く
、
領
主
裁
判
権

　
の
機
能
を
探
る
と
い
う
昌
的
に
と
っ
て
は
支
障
は
無
い
と
の
判
断
に
立
っ
て
、
不

　
十
分
で
は
あ
る
が
一
年
度
分
の
分
析
に
と
ど
め
る
。
分
析
し
た
会
計
簿
は
一
　
一
七

　
闘
－
七
五
年
度
分
で
あ
っ
た
の
で
、
本
史
料
集
に
収
め
ら
れ
た
う
ち
で
こ
の
年
度

　
に
最
も
近
い
一
ご
七
五
…
七
六
年
度
分
を
分
析
す
る
。
包
括
的
な
検
討
は
後
日
に

　
譲
る
℃

⑱
弓
轟
ダ
O
§
蕊
渇
。
重
層
℃
．
ゆ
窃
9
こ
の
年
度
の
第
一
開
廷
期
に
お
け
る
第
六
番

　
目
の
判
例
（
以
下
H
＠
と
略
記
）

　
　
忌
繕
ノ
く
巳
①
門
守
億
。
・
O
o
切
興
8
昌
、
ぎ
ヨ
団
ω
①
凱
o
o
朔
望
喝
8
　
0
ρ
聞
帥
餌
暮
甲

　
o
霞
霧
騨
言
切
巳
一
能
σ
q
．
℃
豆
①
σ
q
貯
匂
。
青
豆
け
票
¢
ω
o
一
切
ω
o
μ

⑱
き
ミ
■
．
囲
囲
◎
O
§
恥
§
ミ
ミ
詫
帥
筥
｝
。
曜
。
品
。
冨
葺
。
・
巴
8
a
昼
鷲
。

　
臨
く
一
密
一
〇
　
霧
貯
o
H
野
暮
。
　
首
　
版
画
講
α
q
、
噛
豆
Φ
α
貸
貯
ω
　
乏
鵠
冨
｝
ヨ
信
ω
ω
認
鍔
9
冒
σ
q
…

　
篶
魯
象
貯
h
．

⑳
　
小
松
署
長
「
一
…
圃
農
法
管
漏
兄
」
　
『
封
建
英
国
と
そ
の
崩
壊
過
程
』
弘
文
堂
　

一

　
九
四
四
年
。

⑳
篠
塚
償
義
「
マ
ナ
ー
社
会
と
握
傭
労
働
者
」
『
史
学
雑
誌
』
七
二
⊥
鳳
（
一
九

　
六
三
年
）
は
、
領
主
の
勧
農
に
お
け
る
主
導
性
を
実
証
し
た
興
味
深
い
論
稿
で
あ
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る
（
特
に
四
ニ
ー
一
篇
頁
）
。

＠
　
℃
環
σ
q
ダ
愚
∴
ミ
‘
．
や
b
。
P
＜
◎
ミ
鉢
毛
巴
鈴
。
壁
ω
o
齢
ω
o
同
訂
，
。
蟹
く
簿

　
8
暮
影
塁
。
陰
冨
9
旨
一
α
8
島
ω
啓
一
〇
ε
ヨ
跨
く
一
。
。
ω
一
〇
〇
〇
℃
貧
、
8
鳥
。
旨
日
。
匹
。
…

　
げ
『
甲
。
、
■
同
様
の
例
は
【
⑧
聰
閏
◎
”
鼠
◎
噂
‘
℃
等
。

⑬
　
》
巳
漕
O
特
ミ
雌
馬
ミ
穿
§
嚇
帖
書
鮪
罵
。
。
。
．
二
b
。
”
置
ρ
δ
企
一
叢
凸

⑭
　
℃
蛋
σ
Q
ダ
。
》
ミ
こ
℃
や
①
ー
メ

⑮
不
当
醸
造
の
判
例
に
対
し
て
、
パ
ン
焼
寵
使
用
規
則
違
反
の
判
例
は
極
端
に
少

　
く
一
二
七
五
－
七
六
年
度
で
は
皆
無
で
あ
る
。
領
主
の
パ
ン
箭
所
を
使
わ
せ
る
と

　
い
う
強
制
が
う
ま
く
い
っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
会
計
簿
に
そ
の
収
入
頂
目
が
あ

　
る
べ
き
だ
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
し
、
反
対
に
違
反
が
多
い
な
ら
罰
金
収
入
が
あ

　
る
は
ず
だ
が
そ
れ
も
無
い
。
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．
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＆
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⑧
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℃
■
O
↑
会
計
簿
国
恩
の
最
後
の
欄
は
、
収
入
と
支
出
の
差
額

　
の
う
ち
の
幾
ら
か
が
鬼
役
達
へ
の
負
担
に
な
る
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
鵜
川
『
中

　
世
英
園
世
俗
領
の
研
究
』
四
一
頁
。

⑳
　
判
例
⑨
は
一
③
か
ら
始
ま
り
、
H
②
、
狙
②
、
W
③
、
V
②
、
礪
③
、
W
②
、

　
田
②
と
続
い
て
鼠
②
で
結
審
す
る
。
判
例
⑩
は
皿
③
、
W
④
、
V
⑤
、
M
④
と
続

　
い
て
雁
③
で
結
審
す
ろ
。
結
局
領
主
は
荘
役
達
に
地
代
取
立
を
命
じ
、
そ
の
た
め

　
の
権
限
も
与
え
た
が
、
う
ま
く
収
取
し
き
れ
ず
罰
金
を
課
す
こ
と
で
妥
協
し
た
よ

　
う
で
あ
る
。

⑯
　
例
え
ば
○
顎
、
ヨ
讐
ρ
ω
■
▼
抵
ミ
箕
O
遂
ミ
国
慮
ミ
S
穿
腰
、
蕊
嚇
嘩
三
沢
訳
『
イ

　
ギ
リ
ス
農
業
発
達
史
』
工
七
頁
。
鵜
川
馨
「
『
雰
荘
園
的
』
所
領
と
村
落
共
同
体
」

　
『
社
会
経
済
史
学
』
二
三
－
五
・
六
（
一
九
五
七
年
）
七
一
、
七
八
、
八
二
頁
。

⑰
鵜
川
「
共
同
体
と
封
建
的
土
地
所
有
」
『
西
洋
経
済
史
講
座
』
第
一
巻
　
一
七

　
三
－
四
頁
。

⑱
勺
ロ
α
Q
淵
愚
■
ミ
‘
や
ト
。
。
。
．
H
H
同
◎
ミ
9
q
ミ
鉢
U
。
．
↓
ぎ
舅
孚
ざ
男
④
＜
。

　
頸
。
旨
き
富
旨
。
ミ
粋
q
ミ
織
．
”
覧
農
嵩
芝
警
巳
日
英
O
①
ω
霞
簿
。
ヨ
．
「
盛
μ
？

　
H
P
9
ω
ω
㊦
く
P
目
、
’

⑭
き
帖
3
や
ト
。
。
っ
マ
囲
回
H
⑧
§
郵
U
。
翼
長
ま
．
量
§
ρ
旨
9
三
三
ω
く
簿
ゆ
器

　
讐
名
。
。
・
三
肩
0
9
ユ
。
ε
膚
⇔
誓
鷲
鉾

⑩
　
他
の
二
例
は
W
①
・
②
。

⑳
　
奪
ミ
■
等
や
G
。
ド
〈
踏
H
◎
隷
勘
鮮
｝
o
げ
雪
ぎ
ω
ω
o
＜
Φ
門
。
一
β
ヨ
誘
。
註
8
a
貯

　
虐
貯
三
巴
。
a
ユ
げ
涛
。
ぴ
。
洋
。
図
一
》
δ
仲
8
毒
ヨ
2
二
2
コ
口
剛
島
図
。
σ
。
ヰ
霧

　
o
り
①
く
曾
。
．

⑮
き
ミ
ご
や
自
首
⑬
ミ
簿
8
冨
峠
三
養
葺
、
冒
ぎ
語
瀞
号
ω
弓
。
葺
ヨ
・
墨

　
簿
く
鵠
σ
q
。
冨
日
戸
凧
b
≦
銑
。
誘
山
⑦
響
9
。
σ
鼻
高
．
〈
窪
搾
巴
ご
謹
㊦
勢
図
ω
一
。
鴛
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三
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Φ
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ω
o
暮
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酔
ρ
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旨
嘔
ω
同
。
諏
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搾
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国
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ざ
昏
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津
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貯
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霧
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。
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霧
℃
o
H
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霞
㌶
葺
o
o
自
己
同
旨
ま
ω
ω
δ
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け
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ρ
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O
ω
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㊨
　
摩
ミ
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ω
ω
．
麟
㊥
園
Φ
寓
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U
2
。
嵩
。
霧
寓
客
一
置
、
δ
鉾
錠
⑦
け
累
凶
器
。
冨
霧

　
ノ
＜
o
躍
嵩
。
財
a
ω
窪
8
離
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目
。
器
8
窪
ρ
日
。
簿
。
轟
け
℃
二
島
●
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四
　
総

括

　
本
稿
は
領
主
権
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
も
の
の
性
格
を
探
る
た
め
に
、
主
と
し
て
農
民
収
奪
の
面
か
ら
荘
園
の
会
計
記
録
と
裁
判
記
録
と

を
分
析
し
た
。
領
主
権
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
あ
る
い
は
そ
の
性
格
決
定
に
関
し
て
は
、
諺
巳
け
や
○
同
三
口
の
周
知
の
学
説
、
す
な
わ
ち
中
世

の
農
耕
技
術
か
ら
不
可
避
的
に
発
生
す
る
共
同
体
規
舗
を
、
領
主
が
握
る
経
済
外
強
制
の
権
力
の
土
台
と
み
な
す
と
い
う
学
説
が
あ
る
。
本
稿

は
こ
の
説
に
対
し
次
の
よ
う
な
手
順
で
異
論
を
提
出
し
た
。

　
ま
ず
本
稿
が
対
象
と
し
た
諺
審
ヨ
の
荘
園
に
お
い
て
は
土
地
評
備
簿
の
記
述
か
ら
判
断
し
て
、
耕
地
強
制
に
由
来
す
る
共
同
体
規
制
の
存

在
は
十
分
に
推
定
し
得
る
。
他
方
会
計
簿
か
ら
判
断
し
て
階
級
的
と
も
呼
び
得
る
収
奪
が
行
わ
れ
て
い
た
。
次
に
裁
判
記
録
に
依
れ
ば
共
同
体

規
制
と
、
収
奪
者
と
し
て
の
領
主
の
権
力
の
あ
り
方
と
は
律
例
に
お
い
て
原
理
的
に
区
別
し
得
る
。
そ
の
結
果
、
領
主
権
力
は
共
同
体
規
綱
に

基
礎
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
諺
巳
け
等
の
結
論
は
、
一
定
の
留
保
を
も
っ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
つ
ま
り
生
産
技
術
や
農

業
慣
習
に
は
領
主
も
従
属
さ
せ
ら
れ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
一
定
の
生
産
力
水
準
の
も
と
で
は
剰
余
労
働
の
範
囲
で
し
か
収
奪
は
可
能
で
な
い

と
い
う
制
限
で
あ
っ
て
、
領
主
が
収
奪
を
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
留
保
で
あ
る
。
従
っ
て
廻
田
け
等
の
よ
う
に
共
同
体

規
制
が
領
主
の
強
制
を
制
約
す
る
と
い
う
面
を
強
調
す
る
と
、
い
か
に
も
領
主
の
収
奪
権
の
存
在
自
体
が
疑
問
視
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
軽
視

さ
れ
る
と
い
う
危
険
性
を
持
つ
。
裁
判
記
録
の
判
例
に
は
、
領
主
は
共
同
体
規
制
の
統
括
者
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
つ
つ
、
収
奪
を
ぬ
か
り

な
く
行
う
と
い
う
領
主
裁
判
権
の
階
級
性
と
公
共
性
が
読
み
と
れ
る
。

　
こ
う
し
て
領
主
権
の
中
核
的
機
能
と
み
ら
れ
る
収
奪
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
契
機
は
共
同
体
規
制
で
は
な
く
経
済
外
強
制
で
あ
る
と
し
て
論
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理
を
運
ん
で
き
た
が
、
で
は
そ
の
経
済
外
強
制
は
い
か
に
し
て
生
ま
れ
、
維
持
さ
れ
る
の
か
と
い
う
難
問
が
次
に
待
っ
て
い
る
。
今
は
こ
れ
に

答
え
る
余
裕
は
無
い
の
で
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
の
一
つ
を
示
す
に
と
ど
め
た
い
。

　
封
建
社
会
特
有
の
土
地
所
有
の
階
層
的
編
成
と
い
う
面
か
ら
、
経
済
外
強
制
も
重
畳
化
さ
れ
た
軍
事
的
階
層
序
列
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
と
規
定
す
る
説
明
も
あ
る
。
当
荘
園
に
関
し
て
言
え
ば
、
諺
α
9
導
の
領
主
と
し
て
の
土
地
保
有
権
は
絶
対
的
な
所
有
権
で
は
な
く
、
財
務
府

で
の
職
能
に
よ
っ
て
下
封
さ
れ
、
そ
の
職
か
ら
の
解
任
と
と
も
に
没
収
さ
れ
る
相
対
的
な
保
有
権
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
意
味
で
土
地
保
有
と
と
も

に
発
生
し
た
彼
の
領
主
権
も
非
完
結
的
で
あ
り
根
対
的
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
方
法
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
ず
に
、
領
主
権
の
非
完

結
性
に
関
す
る
も
う
一
つ
の
側
面
に
つ
い
て
少
し
考
察
を
加
え
よ
う
。

　
武
人
で
な
い
領
主
が
自
分
の
暴
力
無
し
に
、
経
済
外
強
制
が
そ
の
不
可
欠
な
要
因
で
あ
る
は
ず
の
収
奪
を
為
し
得
る
、
換
言
す
れ
ば
領
主
た

り
得
る
の
は
、
暴
力
欠
除
を
補
完
す
る
他
の
権
力
が
作
用
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
る
ほ
か
は
な
い
。
そ
れ
が
何
で
あ
る
か
を
具
体
的
に

示
す
こ
と
は
今
は
不
可
能
だ
が
、
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
の
裁
判
権
が
そ
の
一
要
素
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
無
い
。

　
　
判
例
⑯
　
蜜
。
⇔
葬
8
閏
ρ
蔦
鉱
σ
Q
げ
の
小
修
道
院
長
の
保
有
地
の
十
人
組
長
は
叫
喚
追
跡
を
報
告
し
、
そ
の
た
め
に
次
の
法
廷
に
召
喚
さ
れ
た
。
決
定
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
　
　
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
法
廷
に
て
。

　
前
述
の
よ
う
に
支
配
下
の
農
民
の
刑
事
事
件
は
十
人
組
長
の
報
告
に
よ
っ
て
領
主
法
廷
が
裁
判
す
る
が
、
本
史
料
の
編
纂
者
℃
犀
σ
Q
財
の
説

明
で
は
、
⑯
の
判
例
の
十
人
組
長
は
ω
①
く
①
外
目
ヨ
讐
。
巨
の
荘
園
法
廷
で
は
な
く
国
お
け
≦
○
訴
げ
の
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
法
廷
に
出
廷
義
務
が
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

た
か
ら
こ
の
例
の
よ
う
に
移
送
さ
れ
た
の
だ
と
言
う
。
と
い
う
こ
と
は
特
に
刑
事
事
件
に
関
す
る
場
合
に
、
被
支
配
者
は
ど
こ
か
の
法
廷
に
出

仕
す
る
義
務
を
持
ち
、
時
に
は
荘
園
法
廷
か
ら
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
法
廷
に
移
送
さ
れ
る
体
制
が
成
立
し
作
用
し
て
い
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
既
．

に
述
べ
た
判
例
⑮
の
人
返
し
命
令
と
と
も
に
、
覇
例
⑯
は
被
支
配
民
の
把
握
が
一
つ
の
荘
園
の
内
部
で
完
結
し
て
お
ら
ず
、
少
く
と
も
ハ
ン
ド

レ
ッ
ド
内
の
領
主
・
支
配
階
級
の
協
力
を
必
要
と
し
て
い
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
現
実
に
武
力
を
持
つ
か
否
か
に
係
り
な
く
農
民
を
収
奪

す
る
力
と
し
て
の
領
主
権
は
、
個
々
独
立
し
て
完
結
し
得
る
も
の
で
は
な
く
、
少
く
と
も
一
定
地
域
内
で
の
相
互
依
存
関
係
の
中
に
あ
っ
て
こ
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そ
収
奪
を
為
し
得
た
と
書
え
よ
う
。

　
本
稿
の
所
期
の
目
的
で
あ
っ
た
領
主
・
農
民
の
生
産
関
係
と
領
主
の
支
配
権
力
発
生
と
の
直
接
的
な
関
係
は
示
し
得
な
か
っ
た
が
、
領
主
権

が
上
述
の
よ
う
な
非
完
結
的
な
属
性
を
持
つ
こ
と
は
論
証
で
き
た
か
と
思
う
。
そ
の
結
果
領
主
た
ち
が
、
例
え
ば
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
よ
う
な
縦

の
つ
な
が
り
を
作
る
の
か
、
そ
れ
と
も
単
な
る
連
合
の
よ
う
な
横
の
つ
な
が
り
を
作
る
の
か
と
い
う
問
題
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
①
告
岡
昭
彦
『
西
洋
経
済
史
講
座
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第
一
巻
　
三
五
一
－
二
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訟
ヨ
餌
ヨ
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類
貯
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．
§
§
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ミ
ミ
ぎ
§
ミ
ミ
§
い
．
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の
例
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v
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℃
ロ
σ
Q
朗
。
賢
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．
”
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b
。
ρ
＜
㊥
8
げ
。
疹
貯
白
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唱
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o
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男
①
二
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る
。
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。
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簿
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目
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7
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昌
μ
器
≦
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8
暮
蜀
賞
守
　
　
③
き
ミ
‘
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b
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〔
付
記
〕
　
本
稿
作
成
に
使
用
し
た
諸
史
料
、
殊
に
ウ
ィ
ル
ト
シ
ア
地
方
史
協
会
の
刊
行
物
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
関
西
大
学
の
富
沢
霊
岸
教
授
の
御
世
話
に

　
な
り
ま
し
た
。
誌
上
を
借
り
て
御
礼
を
申
ル
上
げ
ま
す
。
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much　exported　to　Europe　in the　first　half　of　the　17th’　century　as　a

superior　dye　of　woollen　stuff．　The　existing　studies，　，　however，　have

had　some　lacunae　in　clarifying　the　conditions　of　its　production　and

circuiation．

　　In　this　paper，　taking　up　the　Bayana　tradt　where　the　best　indigo　was

produced，　1　tried　（1）　to　locate　the　indigo　producing　towns　and　villages

on’@a　map　and　to・find・　out　historical　geographical　reasons’　for　this　tra－

ct’s’　acquiring　a　promineut　positioR　in　indigo’production　of　’that　time；

（2）　to　enquire　into　the　physical　geographiCal　conditions　of　its　produ－

ction　and　to’compare　its　production　process　with　that　of　the　indigo

plantations　of　the’ @English　planters　in　lndia　in　the　19th　century　i・”（3）　’・to’

classify　the　types　of　its　management；　and　（4）　to　analize’itS　market’

sttttcture．

　　1　emPliasized’　the’f6110wing’　points：　the　BaYana　tract　was　along　・one・

of’ 狽?ｅ　trunk　toads　of　that　time；　the　process　of　indigo　production　in

that　tract・was　more　intensive　and　expensive　than　in　any　bther　indigo

producing　tractS　of　tliat　tinie；　even　some　sections　of’the　peasants　were

able　to　’become　ricli　in’indigo　prOduction；　in　the　Bayanana　tract　there

we’re　・five’　interMediate　tnarketing　areas，　each　of　which　’had　a　respeL．

ctive　intetmediate　market　town　；　’though　each　intermediate　market　town

Was　the　center　of　a　p’argaRa，　the　marketing　area　under　that　market

town’　was　wider　than　’tliat　pargana　area；　and　even　in・the　Bayana　’tract

（i．　e．，　a　group　bf　the　parganas　w“hich　c6vered　the’five　marketing’　areas）・，’

the　total　produdtion　of　indigo　seems　to　have　・beeri　mu6h　less　ini・’both

its　sown　area　aBd　the　income　from　its’cultivation　than’　that　of　fobd

grains　as　a　whole．

The　Lordship　in　the　Wiltshire　Manor　of　Adam　de　Stratton

by

Keizo　Asaji

　　Adam　de　Stratton，　olle　of　the　attorneys　of　lsabel　de　Fortibus，　was

granted．the．　mah6r＝of． reve嘘ampton，　Wiltshire，呈n　1273．　and．　h．dd　it

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（673）



until　1289　when　he　forfeited　his　othce　at　Exchequer．　At　the　manor

on　behalf　of　him　some　bailiffs　and　reeves　did　the　duty　of　exploiting

forty－seven　villeins　and　eight　cotters　in　the　demesne　farming，　the　pay－

rnent　of　rents　and　the　render　of　various　rents　in　kind．　The　bailiffs

also　supervised　the　manorial　court　a　few　times　a　year，　where　other

tenants　of　Adam，　such　as　freeholders　and　tenants－at－will，　had　to　do

suit　of　court，　too．

　　Eitker　in　the　accouBt　rolls　or　in　the　court　rolls　of　the　manor，　we

can　find　few　or　no　entries　which　implies　the　direct　exploitation　of

peasants　by　the　lord　or　his　othcials．　How　could　the　lord　keep　exp1oit－

ing　the　peasants　o11正y　with　his　clerical　career　instead　of　military

power？
　　A　few　entries　in　the　court　rolls　imply　the　remittal　of　cases　into　the

hundred　court　of　Highworth．　Dr．　R．　B．　Pugh，　the　compiler　of　the　rolls，

explained　that　some　tenants　of　Adam　did　a　suit　of　court　not　at　the

manor　court，　but　at　tlte　hundred　court．　lf　that　was　the　case，　it　seems

that　Adam’s　lordship　over　those　peasants　was’ 獅盾煤@self－su　stained，　but

was　upheld　by　the　regional　network　of　1ordship　in　that　hundred．

Infiuenced　by　such　a　notion　an　approach　to　make　an　image　of　feudai

lordship　wi11　be　shown　in　this　article．
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